
 

 

 

 

 

 

 

 

さぬき市総合計画のためのアンケート調査 

【結果報告書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年７月 

さぬき市 
 



 

 

◇  目 次 

 

Ⅰ．調査の概要 ······························································ 1 

１．調査の目的 ··································································· 1 

２．調査概要 ····································································· 1 

３．報告書の見方·································································· 1 

 

Ⅱ．調査結果 ································································ 2 

□ あなたご自身について ·························································· 2 

□ 現在のまちづくりについて ····················································· 11 

□ これからのまちづくりについて ················································· 31 

□ あなたの暮らしについて ······················································· 59 

□ 自由な意見 ·································································· 88 

 

 

 



1 

Ⅰ．調査の概要 
 

１．調査の目的 

本調査は、「第２次さぬき市総合計画」の前期基本計画の見直しに当たり、身近な生活環境、防

災・防犯、教育、福祉など、様々な取組に対する市民の皆様の評価及び今後のまちづくりに対する

意向を把握するために実施しました。 

 

２．調査概要 

●調査地域：さぬき市全域 

●調査対象者：18歳以上の市民 

●抽出方法：無作為抽出 

●調査期間：平成 30年１月 15日～平成 30年１月 29日 

●調査方法：郵送配布、郵送回収 

 

調査票 
調査対象者数 

（配布数） 
回収数 

 

有効回答数※ 有効回答率※ 

総合計画に関する 

アンケート調査 
2,500件 1,153件 1,144件 45.8％ 

※有効回答数、有効回答率は、回収数から無効回答分（白票・回収期限を超えたもの）を除いたもの

です。 

 

３．報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても

合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効

回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があり

ます。 

●図表中において「不明、無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難な

ものです。 

●表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。 

●問４、問５の経年比較について、前回調査では第１次総合計画の項目で調査を実施しているため、今

回の調査内容と表記が異なる項目がありますが、類似する項目（分野）での比較を行っています。 
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28.8 37.0 34.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,144

男性 女性 不明・無回答

0.6 

5.2 

6.1 

11.5 

14.4 

23.3 

36.1 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

全体 N=1,144

Ⅱ．調査結果 
 

□ あなたご自身について  

問１ 

○ あなたの性別（１つに○印） 

性別についてみると、「男性」が 28.8％、「女性」が 37.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの年齢（１つに○印） 

年齢についてみると、「70歳以上」が 36.1％と最も高く、次いで、「60 歳代」が 23.3％、「50

歳代」が 14.4％となっています。 
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5.0 

0.6 

6.4 

20.2 

4.2 

11.0 

15.6 

1.7 

27.4 

4.8 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40%

農林業従事者

漁業従事者

商・工・サービス業などの自営業

会社員・団体職員

公務員

パートタイム・アルバイト

家事専業

学生

無職

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

28.8 

15.1 

2.6 

3.1 

1.1 

1.3 

30.8 

17.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市内

高松市

東かがわ市

三木町

その他県内

県外

就学・勤務していない

不明・無回答

全体 N=1,144

○ あなたの職業（１つに○印） 

職業についてみると、「無職」が 27.4％と最も高く、次いで、「会社員・団体職員」が 20.2％、

「家事専業」が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの就学先・勤務先（１つに○印） 

就学先・勤務先についてみると、「就学・勤務していない」が 30.8％と最も高く、次いで、「市内」

が 28.8％、「高松市」が 15.1％となっています。 
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2.2 4.5 90.2 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,144

３年未満 ３年以上１０年未満 １０年以上 不明・無回答

12.2 13.2 37.8 10.8 22.5 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,144

津田地区 大川地区 志度地区 寒川地区 長尾地区 不明・無回答

26.7 

28.3 

44.0 

44.0 

20.1 

17.6 

6.5 

4.5 

1.4 

1.3 

1.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（前回調査）

N=1,048

全体（今回調査）

N=1,144

とても愛着を感じている どちらかというと愛着を感じている

どちらともいえない あまり愛着を感じていない

愛着を感じていない 不明・無回答

○ さぬき市での居住年数（※通算年数）（１つに○印） 

居住年数についてみると、「10 年以上」が 90.2％と最も高く、次いで、「３年以上１０年未満」

が 4.5％、「３年未満」が 2.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの居住地区（１つに○印） 

居住地区についてみると、「志度地区」が 37.8％と最も高く、次いで、「長尾地区」が 22.5％、

「大川地区」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、さぬき市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じています

か（１つに○印） 

さぬき市に対して「自分のまち」としての愛着についてみると、今回調査において、「どちらかと

いうと愛着を感じている」が 44.0％と最も高く、次いで、「とても愛着を感じている」が 28.3％、

「どちらともいえない」が 17.6％となっており、『愛着がある（とても愛着を感じている＋どちら

かというと愛着を感じているの合計）』と回答された方が 72.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「とても愛着を感じている」の割合が増加しており、『愛着がある』の回答

は 1.6ポイント上昇しています。 

【経年比較】 
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性別では、『愛着がある』と回答された方は、男性が 76.9％、女性が 71.1％と、女性より男性の

割合が高くなっています。 

年齢別では、『愛着がある』と回答された方は、30 歳代が 65.7％と最も低く、30 歳代から 70

歳以上にかけて、年齢が上がるほど割合が高くなっています。 

居住地区別では、津田地区の「とても愛着を感じている」が他の地区より割合が高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.7 

27.4 

57.1 

23.3 

21.4 

22.9 

23.6 

27.3 

35.6 

34.3 

25.8 

28.9 

30.1 

26.8 

46.2 

43.7 

28.6 

48.3 

44.3 

43.5 

47.9 

48.3 

42.4 

42.9 

48.3 

43.5 

47.2 

46.3 

17.3 

21.3 

14.3 

20.0 

22.9 

23.7 

20.6 

18.0 

14.3 

17.9 

15.2 

18.8 

18.7 

18.3 

3.6 

4.5 

0.0 

6.7 

7.1 

6.1 

4.8 

4.1 

3.4 

3.6 

7.9 

4.4 

0.8 

5.1 

1.2 

1.7 

0.0 

1.7 

1.4 

1.5 

2.4 

0.7 

1.2 

0.7 

2.0 

1.4 

0.8 

1.6 

0.9 

1.4 

0.0 

0.0 

2.9 

2.3 

0.6 

1.5 

3.1 

0.7 

0.7 

3.0 

2.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

30.7 46.2 17.3 3.6 1.2 0.9 とても愛着を感じている どちらかというと愛着を感じている

どちらともいえない あまり愛着を感じていない

愛着を感じていない 不明・無回答
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49.1 

49.8 

24.8 

20.8 

19.8 

19.5 

3.9 

3.2 

1.3 

3.1 

1.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（前回調査）

N=1,048

全体（今回調査）

N=1,144

住みたい

どちらかといえば住みたい

どちらともいえない

どちらかといえば住みたくない

住みたくない（できれば市外へ引っ越したい）

不明・無回答

問３ あなたは、これからもさぬき市に住みたいと思いますか（１つに○印） 

これからもさぬき市に住みたいと思いますかについてみると、今回調査において、「住みたい」が

49.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば住みたい」が 20.8％、「どちらともいえない」が

19.5％となっており、『住みたい（住みたい＋どちらかといえば住みたいの合計）』と回答された方

が 70.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「住みたい」の回答が 0.7 ポイント上昇している一方で、「住みたくない

（できれば市外へ引っ越したい）」の回答も 1.8ポイント上昇しています。 

【経年比較】 
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性別では、『住みたい』と回答された方は、男性が 77.5％、女性が 68.6％と、女性より男性の割

合が高くなっています。 

年齢別では、『住みたい』と回答された方は、20歳代が 51.7％と最も低く、20歳代から 70歳

以上にかけて、年齢が上がるほど割合が高くなっており、20歳代では「住みたくない（できれば市

外へ引っ越したい）」が 11.7％と他の年齢より高くなっています。 

居住地区別では、『住みたい』と回答された方は、寒川地区で 76.5％と他の地区より高くなって

います。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.3 

47.3 

42.9 

21.7 

41.4 

40.5 

43.0 

50.2 

63.9 

52.9 

45.7 

51.9 

53.7 

50.2 

22.2 

21.3 

14.3 

30.0 

21.4 

26.0 

24.8 

24.0 

15.7 

21.4 

23.8 

19.0 

22.8 

22.6 

15.5 

23.2 

28.6 

33.3 

28.6 

28.2 

24.2 

18.7 

12.8 

19.3 

19.9 

21.8 

17.1 

19.5 

3.0 

4.0 

14.3 

3.3 

5.7 

2.3 

5.5 

3.4 

2.2 

2.9 

5.3 

2.8 

3.3 

3.1 

3.6 

3.5 

0.0 

11.7 

2.9 

2.3 

1.8 

2.2 

3.4 

2.9 

4.0 

3.0 

1.6 

3.9 

0.3 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.6 

1.5 

1.9 

0.7 

1.3 

1.6 

1.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

55.3 22.2 15.5 3.0 3.6 0.3 住みたい

どちらかといえば住みたい

どちらともいえない

どちらかといえば住みたくない

住みたくない（できれば市外へ引っ越したい）

不明・無回答
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12.8 

24.2 

5.8 

44.3 

33.5 

6.3 

2.4 

15.0 

36.5 

39.2 

4.6 

3.1 

6.7 

16.9 

28.3 

1.1 

3.1 

0% 20% 40% 60%

四国霊場などの観光資源を生かして、

多くの観光客が訪れるまち

農林水産業や商工業など産業を盛んにし、

豊かで、働く場の多いまち

都会のように整備されたおしゃれなまち

犯罪が少なく、災害に強い安全で安心なまち

バスや鉄道が利用しやすく、 どこへでも

出かけやすいまち

コミュニティ活動やボランティア活動など

市民活動が活発なまち

高度な情報通信網が整備されたまち

母子保健や保育サービスなどが充実していて

子育てしやすいまち

高齢者や障害のある人も共に暮らしやすい、

人にやさしいまち

いつでも安心して医療が受けられ、

みんなが健康に暮らせるまち

スポーツやレクリエーションが盛んで、

みんなが楽しめるまち

美術館や博物館などが整備され、

芸術・文化に親しめるまち

歴史や伝統を大切にし、

ふるさとを愛する心を育めるまち

ごみや公害が少なく、自然環境を大切にする

自然豊かなまち

住んでいる人や訪れた人が幸せを実感でき、

誰もが笑顔で過ごせるまち

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

問４ あなたは今後のさぬき市について、どのようなまちになれば良いと思いますか 

（３つまで○印） 

今後のさぬき市について、どのようなまちになれば良いと思いますかについてみると、「犯罪が少

なく、災害に強い安全で安心なまち」が 44.3％と最も高く、次いで、「いつでも安心して医療が受

けられ、みんなが健康に暮らせるまち」が 39.2％、「高齢者や障害のある人も共に暮らしやすい、

人にやさしいまち」が 36.5％となっています。 

前回調査では、「犯罪が少なく災害に強い安全で安心なまち」が最も高く、次いで「高齢者なども

暮らしやすく人にやさしいまち」、「いつでも医療が受けられ健康に暮らせるまち」となっており、同

様の傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

【参考：前回調査結果】 
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性別では、男女ともに「犯罪が少なく、災害に強い安全で安心なまち」が最も高くなっています。

また、「バスや鉄道が利用しやすく、どこへでも出かけやすいまち」では、男性が 28.6％、女性が

40.0％と、男性より女性の割合が高くなっています。 

年齢別では、30 歳代は「母子保健や保育サービスなどが充実していて子育てしやすいまち」が

50.0％と最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 
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暮
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、

人

に
や

さ
し

い
ま

ち

男性 329 13.4 28.3 6.4 45.3 28.6 5.8 3.6 12.5 33.4

女性 423 11.6 23.4 5.0 47.8 40.0 6.1 1.9 14.9 40.0

10歳代 7 28.6 0.0 14.3 57.1 71.4 0.0 0.0 14.3 0.0

20歳代 60 6.7 16.7 16.7 40.0 28.3 1.7 5.0 33.3 26.7

30歳代 70 14.3 12.9 8.6 48.6 24.3 4.3 5.7 50.0 14.3

40歳代 131 13.0 29.0 9.2 42.0 38.9 3.8 6.1 22.9 26.7

50歳代 165 8.5 30.3 6.1 41.8 40.0 5.5 2.4 12.7 38.2

60歳代 267 10.1 25.8 4.1 46.8 32.6 7.5 2.2 16.1 39.7

70歳以上 413 17.4 24.2 3.9 47.2 33.7 7.7 0.7 5.3 45.0

津田地区 140 8.6 24.3 3.6 46.4 37.9 7.9 4.3 10.7 40.0

大川地区 151 8.6 22.5 4.0 45.0 39.1 3.3 4.0 11.9 34.4

志度地区 432 12.5 24.8 8.6 44.4 32.9 7.4 1.9 17.6 38.4

寒川地区 123 11.4 32.5 1.6 50.4 30.9 4.9 1.6 18.7 37.4

長尾地区 257 19.5 23.3 6.2 45.1 33.5 6.2 2.3 15.2 35.4

対

象
者

数

（
人

）

い

つ
で

も
安

心
し

て
医

療
が

受

け
ら

れ

、
み
ん

な
が

健
康

に

暮
ら

せ
る

ま
ち

ス

ポ
ー

ツ
や

レ
ク

リ
エ
ー

シ

ョ
ン

が
盛

ん
で

、
み

ん
な

が

楽
し

め
る

ま
ち

美

術
館

や
博

物
館

な
ど

が
整

備

さ
れ

、
芸

術
・

文
化

に
親

し

め
る

ま
ち

歴

史
や

伝
統

を
大

切
に

し

、

ふ

る
さ

と
を

愛
す

る
心

を
育

め

る
ま

ち

ご

み
や

公
害

が
少

な
く

、
自

然

環
境

を
大

切
に

す
る

自
然

豊

か
な

ま
ち

住

ん
で

い
る

人
や

訪
れ

た
人

が

幸
せ

を
実

感
で

き

、
誰
も

が

笑
顔

で
過

ご
せ

る
ま

ち

そ

の
他

不

明
・

無
回

答

男性 329 42.2 5.5 3.0 8.8 18.2 29.8 2.1 0.6

女性 423 40.0 3.8 3.1 5.2 17.0 28.1 0.7 0.5

10歳代 7 28.6 0.0 14.3 0.0 14.3 57.1 0.0 0.0

20歳代 60 23.3 10.0 5.0 8.3 18.3 45.0 0.0 0.0

30歳代 70 34.3 8.6 2.9 8.6 22.9 17.1 2.9 0.0

40歳代 131 43.5 4.6 3.8 3.1 19.1 18.3 3.1 0.8

50歳代 165 37.6 9.1 4.8 7.3 15.8 30.3 2.4 0.0

60歳代 267 43.8 5.2 1.1 7.1 16.5 28.1 0.7 1.1

70歳以上 413 41.6 1.5 3.4 7.5 16.7 31.7 0.2 1.0

津田地区 140 40.7 4.3 2.9 5.0 19.3 32.1 0.7 1.4

大川地区 151 48.3 4.0 2.6 3.3 21.9 30.5 1.3 0.7

志度地区 432 38.0 5.1 3.5 6.5 15.3 26.2 1.9 0.9

寒川地区 123 42.3 2.4 3.3 7.3 19.5 27.6 0.8 0.0

長尾地区 257 37.7 5.8 3.5 10.5 15.2 31.1 0.4 0.4

（単位：％）

居

住
地

区
別

性

別

年
齢

別

性

別

年
齢

別

居
住

地
区

別
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□ 現在のまちづくりについて 

 

問５ さぬき市の現在の状況の満足度（１つに○印） 

満足度が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」が 2.4 点、次いで、「生活安全対策の推進」

が 1.9点、「消防・防災体制の充実」「墓地・斎場の整備」「上下水道の維持・整備」がそれぞれ1.7

点となっています。 

満足度が最も低い項目は、「商工業の振興と産学官の連携強化」が-2.0 点、次いで、「雇用の場の

確保と労働環境の充実」が-1.8点、「住環境の整備と都市計画の推進」が-1.6点となっています。 

 

さぬき市の現在のまちづくりの状況について、どの程度満足しているかを把握するため、１．活力

にあふれ、いきいきと暮らせるまち、２．安全、安心、快適に暮らせるまち、３．健全な心身と思い

やりを育むまち、４．学ぶ意欲と豊かな心を育むまち、５．人と地球にやさしいまち、６．市民協働

による、持続可能な自主自律のまちの、基本目標６分野・基本施策 39項目ごとに「満足している」、

「どちらかといえば満足している」、「どちらともいえない」、「どちらかといえば不満である」、「不満

である」の５段階で評価してもらい、その結果を加重平均値［下記参照］による数量化で評価点（満

足度：最高点 10 点、中間点０点、最低点－10 点）を算出しました。 

この結果、満足度評価が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」（2.4点）となっており、次い

で「生活安全対策の推進」（1.9 点）、「消防・防災体制の充実」「墓地・斎場の整備」「上下水道の維

持・整備」（1.7点）、と続き、以下、「心身の健康づくりに対する支援」（1.6点）、「生涯学習・スポ

ーツの推進」「歴史・文化の伝承」「自然環境との共生」それぞれ（1.0 点）、「家庭と地域の教育力

の強化」（0.9点）、「人権教育の推進」（0.7点）、「学校教育の充実」（0.6点）、「子育て支援の充実」

「地域力の強化による地域福祉の充実」「青少年の健全育成」それぞれ（0.5 点）などの順となって

います。 

一方、満足度評価の低い項目をみると、「商工業の振興と産学官の連携強化」（-2.0 点）が最も低

く、次いで「雇用の場の確保と労働環境の充実」（-1.8点）、「住環境の整備と都市計画の推進」（-1.6

点）、「公共交通網の充実」（-1.5 点）、「定住促進対策」（-1.3 点）、「農林業の振興」「観光の振興」

それぞれ（-1.2 点）、「企業誘致の推進」「財政の健全化」「公共施設マネジメントの推進」それぞれ

（-0.8点）、「歳入の確保」「行政改革の推進」それぞれ（-0.6点）と続いています。 

全体的にみると、39 項目のうち満足度がプラス評価の項目が 24 項目、マイナス評価の項目が

15項目となっています。 

 

 

 

 

 

※加重平均の計算方法 

５段階の評価にそれぞれ点数を与え、評価点（満足度）を算出する。 

 

評価点＝（「満足している」の回答者数×10点＋「どちらかといえば満足している」の回答者数×５点 

＋「どちらともいえない」の回答者数×０点＋「どちらかといえば不満である」の回答者数×-５点 

＋「不満である」の回答者数×-10点）÷（「満足している」、「どちらかといえば満足している」、 

「どちらともいえない」、「どちらかといえば不満である」、「不満である」の回答者数の合計） 

 

この算出方法により、評価点(満足度)は 10 点～－10 点の間に分布し、中間点の０点を境に、10 点に近くなる 

ほど評価は高いと考えられ、逆に－10 点に近くなるほど評価が低いと考えられる。 
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-0.8

-2.0

-1.2

-0.3

-1.2

-1.8

-1.3

1.7

1.9

-0.1

-1.5

-1.6

1.7

0.5

0.4

0.1

0.5

1.6

0.0

-0.2

0.0

0.6

0.9

1.0

1.0

0.5

0.3

0.3

0.7

1.0

2.4

1.7

-0.8

-0.6

-0.6

-0.8

0.4

0.4

0.0

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

＜まちづくりの状況に関する満足度＞ 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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-0.88 

-1.78 

-1.00 

-0.10 

-0.82 

-2.23 

-1.46 

-1.33 

-1.72 

-0.47 

0.62 

0.15 

-0.42 

-1.43 

1.48 

-0.24 

1.24 

0.42 

-0.79 

-0.04 

0.38 

-0.53 

-0.05 

1.48 

0.43 

0.56 

-0.07 

-0.12 

0.27 

-0.57 

-0.18 

0.63 

0.37 

0.37 

0.74 

0.08 

-0.12 

0.50 

0.92 

0.60 

0.12 

1.00 

0.81 

-4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

企業誘致と工業振興

農業の振興

林業振興と森林保全

水産業の振興

商業の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住者の増加

歳入の確保

財政の健全化と行政運営の効率化

災害に強いまちづくり

犯罪と交通事故のないまちづくり

安心できる消費活動の推進

道路・河川・海岸などの都市基盤の整備

交通手段の確保

上水道の安定供給

公園・緑地の整備

墓地・斎場の整備

住宅対策の推進

土地の有効利用

市民の主体的活動の支援・参画の推進

情報基盤の整備と市の情報の効果的発信

観光の振興

交流事業の推進

健康づくりと疾病予防対策の推進

新市民病院を核とした医療体制の整備

地域福祉の推進

子育て支援の充実

障害者福祉の推進

高齢者福祉の推進

生活困窮者の自立支援

社会保障制度の健全運営

人権を尊重する教育・啓発

男女共同参画社会の実現

教育環境の整備と教育内容の充実

生涯学習の充実

青少年の健全育成等の推進

家庭教育の充実

スポーツの振興

歴史と伝統文化の伝承

芸術文化の振興

環境の保全

生活排水の適正処理

資源循環と省エネルギーによる環境負荷の低減

前回調査では、満足度の高い項目は、「上下水道の安定供給」が最も高く、次いで、「健康づくりと

疾病予防対策の推進」、「墓地・斎場の整備」となっていました。 

満足度が低い項目は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」が最も低く、次いで、「農業の振興」、

「財政の健全化と行政運営の効率化」となっていました。 

また、前回調査と比較すると、住環境に関する項目では、満足度が下がっており、消防・防災に関

する項目や家庭教育に関する項目、子育て支援に関する項目では、前回調査より満足度が上がってい

ます。 

【参考：前回調査結果】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．産業基盤・地域づくり 

２．行財政 

３．安全・生活環境 

５．情報化・交流連携 

７．人権・教育・文化 

８．自然環境 

４．市民参画・協働 

６．健康・福祉 
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津田地区で満足度が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」が 2.6 点となっています。また、

「自然環境との共生」では全体と比較して特に満足度が高くなっています。 

満足度が最も低い項目は、「商工業の振興と産学官の連携強化」「雇用の場の確保と労働環境の充実」

が-1.9 点となっています。また、「企業誘致の推進」「水産業の振興」では全体と比較して特に満足

度が低くなっています。 

【居住地区別：津田地区】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 

-1.4
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0.7
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0.8

1.7

0.1

0.2

0.4

0.2

1.2

1.0

1.2

0.6

0.6

0.3

0.8

1.9

2.6

2.1

-0.8

-0.6

-0.6

-0.7

0.4

0.4

-0.1

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

津田地区
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大川地区で満足度が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」が 2.7 点となっています。また、

「上下水道の維持・整備」では全体と比較して特に満足度が高くなっています。 

満足度が最も低い項目は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」「公共交通網の充実」が-2.2 点と

なっています。また、「公共交通網の充実」では全体と比較して特に満足度が低くなっています。 

【居住地区別：大川地区】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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0.9
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-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

大川地区
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志度地区で満足度が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」が 2.0 点となっています。また、

「企業誘致の推進」では全体と比較して特に満足度が高くなっているものの、-0.2 点とマイナス評

価となっています。 

満足度が最も低い項目は、「商工業の振興と産学官の連携強化」が-2.0 点となっています。また、

「地域医療の充実」では全体と比較して特に満足度が低く、-0.4点とマイナス評価となっています。 

【居住地区別：志度地区】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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0.3

0.3
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0.7
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1.2

-0.8

-0.5

-0.5

-0.6

0.4

0.3

0.1

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

志度地区
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寒川地区で満足度が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」が 2.5点となっており、全体と比

較して特に満足度が高くなっています。また、「市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推移」

「地域コミュニティの活性化」でも体と比較して特に満足度が高くなっています。 

満足度が最も低い項目は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」が-2.7点となっており、全体と比

較して特に満足度が低くなっています。 

【居住地区別：寒川地区】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

寒川地区



18 

長尾地区で満足度が最も高い項目は、「資源循環型社会の構築」が 2.6 点となっています。また、

「公共交通網の充実」では全体と比較して特に満足度が高くなっているものの、-1.0 点とマイナス

評価となっています。 

満足度が最も低い項目は、「商工業の振興と産学官の連携強化」が-2.3 点となっています。また、

「観光の振興」では全体と比較して特に満足度が低くなっています。 

【居住地区別：長尾地区】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 不満 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

長尾地区



19 

問５ 今後のまちづくりにおける重要度（１つに○印） 

重要度が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」「生活安全対策の推進」がそれぞれ 6.4 点、

次いで、「地域医療の充実」「財政の健全化」がそれぞれ 6.3点、「学校教育の充実」が 6.2点となっ

ています。 

 

さぬき市のまちづくりの状況について、今後どの程度重視しているかを把握するため、満足度と同

じ６分野 39 項目について、「重要である」、「やや重要である」、「どちらともいえない」、「あまり重

要でない」、「重要でない」の５段階で評価してもらい、その結果を加重平均値［下記参照］による数

量化で評価点（重要度：最高点 10 点、中間点 0 点、最低点-10 点）を算出しました。 

この結果、重要度評価が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」「生活安全対策の推進」それぞ

れ（6.4 点）となっており、次いで「地域医療の充実」「財政の健全化」それぞれ（6.3 点）、「学校

教育の充実」（6.2点）、「雇用の場の確保と労働環境の充実」（6.0点）、「資源循環型社会の構築」（5.9

点）、「道路等の社会基盤の整備」「高齢者福祉の充実」「上下水道の維持・整備」それぞれ（5.8点）、

「社会保障制度の適切な運用」（5.7点）、「心身の健康づくりに対する支援」（5.6点）、「商工業の振

興と産学官の連携強化」「農林業の振興」「歳入の確保」それぞれ（5.5点）、「公共交通網の充実」「障

害者福祉の充実」それぞれ（5.4点）などの順となっています。 

 

 

 

 

※加重平均の計算方法 

５段階の評価にそれぞれ点数を与え、評価点（重要度）を算出する。 

 

評価点＝（「重要である」の回答者数×10点＋「やや重要である」の回答者数×５点＋「どちらともいえない」の 

回答者数×０点＋「あまり重要でない」の回答者数×-５点＋「重要でない」の回答者数×-10点） 

÷（「重要である」、「やや重要である」、「どちらともいえない」、「あまり重要でない」、「重要でない」 

の回答者数の合計） 

 

この算出方法により、評価点(重要度)は 10 点～－10 点の間に分布し、中間点の０点を境に、10 点に近くなる 

ほど評価は高いと考えられ、逆に－10 点に近くなるほど評価が低いと考えられる。 
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0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

＜まちづくりの状況に関する重要度＞ 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 
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4.47 

5.35 

3.02 

5.34 
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4.32 
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0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00

企業誘致と工業振興

農業の振興

林業振興と森林保全

水産業の振興

商業の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住者の増加

歳入の確保

財政の健全化と行政運営の効率化

災害に強いまちづくり

犯罪と交通事故のないまちづくり

安心できる消費活動の推進

道路・河川・海岸などの都市基盤の整備

交通手段の確保

上水道の安定供給

公園・緑地の整備

墓地・斎場の整備

住宅対策の推進

土地の有効利用

市民の主体的活動の支援・参画の推進

情報基盤の整備と市の情報の効果的発信

観光の振興

交流事業の推進

健康づくりと疾病予防対策の推進

新市民病院を核とした医療体制の整備

地域福祉の推進

子育て支援の充実

障害者福祉の推進

高齢者福祉の推進

生活困窮者の自立支援

社会保障制度の健全運営

人権を尊重する教育・啓発

男女共同参画社会の実現

教育環境の整備と教育内容の充実

生涯学習の充実

青少年の健全育成等の推進

家庭教育の充実

スポーツの振興

歴史と伝統文化の伝承

芸術文化の振興

環境の保全

生活排水の適正処理

資源循環と省エネルギーによる環境負荷の低減

前回調査では、重要度の高い項目は、「新市民病院を核とした医療体制整備」が最も高く、次いで、

「災害に強いまちづくり」、「犯罪と交通事故のないまちづくり」となっていました。 

上位の項目は、前回調査と同様の項目が高くなっていますが、学校教育に関する項目では、前回調

査よりも重要度が上がっています。 

【参考：前回調査結果】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要 

１．産業基盤・地域づくり 

２．行財政 

３．安全・生活環境 

５．情報化・交流連携 

７．人権・教育・文化 

８．自然環境 

４．市民参画・協働 

６．健康・福祉 
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津田地区で重要度が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」が 6.6 点となっています。また、

「公共交通網の充実」では全体と比較して特に重要度が高く、「農林業の振興」では全体と比較して

特に重要度が低くなっています。 

【居住地区別：津田地区】 

（単位：評価点） 
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５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な
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企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進
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資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

津田地区
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大川地区で重要度が最も高い項目は、「学校教育の充実」が 6.5 点となっています。また、「家庭

と地域の教育力の強化」では全体と比較して特に重要度が高く、「消防・防災体制の充実」では全体

と比較して特に重要度が低くなっています。 

【居住地区別：大川地区】 

（単位：評価点） 
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１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる
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３．健全な心身と思いやりを育む
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自主自律のまち 
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商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

大川地区
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志度地区で重要度が最も高い項目は、「財政の健全化」が 6.6点となっており、全体と比較して特

に重要度が高くなっています。また、「農林業の振興」では全体と比較して特に重要度が低くなって

います。 

【居住地区別：志度地区】 

（単位：評価点） 
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３．健全な心身と思いやりを育む
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水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

志度地区
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寒川地区で重要度が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」が 6.4 点となっています。また、

「農林業の振興」では全体と比較して特に重要度が高く、「交流事業の推進」では全体と比較して特

に重要度が低くなっています。 

【居住地区別：寒川地区】 

（単位：評価点） 
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住環境の整備と都市計画の推進
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地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進
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交流事業の推進
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地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

寒川地区
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長尾地区で重要度が最も高い項目は、「消防・防災体制の充実」「生活安全対策の推進」が 6.6 点

となっています。また、「観光の振興」では全体と比較して特に重要度が高く、「地域力の強化による

地域福祉の充実」では全体と比較して特に重要度が低くなっています。 

【居住地区別：長尾地区】 

（単位：評価点） 
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まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 

5.3

5.4

5.7

4.5

5.0

6.1

5.2

6.6

6.6

5.8

5.2

4.5

3.2

5.2

5.7

5.2

3.8

5.7

6.5

4.2

6.0

6.3

5.2

4.4

3.6

5.1

2.2

3.9

3.2

5.2

6.2

5.7

6.0

5.5

4.9

5.0

4.0

3.6

3.4

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化
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交流事業の推進
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公共施設マネジメントの推進
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地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

全体

長尾地区
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問５ 今後のまちづくりにおける優先度 

優先度が最も高い項目は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」が 17.2点、次いで、「財政の健全

化」が 13.3点、「商工業の振興と産学官の連携強化」が 13.2点となっています。 

 

これまでみてきた満足度と重要度の分析結果を踏まえ、今後優先的に取り組むべき施策項目を抽出

するための一つの試みとして、満足度評価と重要度評価を相関させた散布図を作成しました。このグ

ラフでは左上隅の「満足度評価最低・重要度評価最高」に近づくほど優先度が高くなり、右下隅の「満

足度評価最高・重要度評価最低」に近づくほど優先度が低くなります。この散布図からの数量化［下

記参照］による分析で優先度（評価点：最高点 42.43 点、中間点０点、最低点-42.43 点）を算出

しました。 

この結果をみると、優先度は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」（17.2点）が第１位となって

おり、次いで「財政の健全化」（13.3 点）、「商工業の振興と産学官の連携強化」（13.2 点）、「公共

交通網の充実」（10.6 点）、「農林業の振興」（10.5 点）、「定住促進対策」（8.4 点）、「歳入の確保」

（7.7点）、「地域医療の充実」（7.2点）、「住環境の整備と都市計画の推進」（6.0点）、「企業誘致の

推進」（5.8 点）、「道路等の社会基盤の整備」（5.5 点）などの順となっています。［次頁、散布図・

グラフ 参照］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※優先度の算出方法 

 

①散布図を作成するため満足度偏差値・重要度偏差値を算出する。 

例：「雇用の場の確保と労働環境の充実」→満足度偏差値 31.89…、重要度偏差値 60.19… 

②①で算出した偏差値から平均（中心）からの距離を算出する。 

例：「雇用の場の確保と労働環境の充実」→ 20.78…＝ √（31.89-50）2+（60.19-50）2 

③平均（中心）から「満足度評価最低・重要度評価最高」への線と平均（中心）から各項目への線の角度を求める。 

例：「雇用の場の確保と労働環境の充実」→15.65 度 

④③で求められた角度より修正指数を算出する（指数は下記のとおり設定し、左上隅の「満足度評価最低・重要度 

評価最高」に近づくほど得点が高くなる。）。 

例：「雇用の場の確保と労働環境の充実」→0.8262＝（90-15.65）×（1÷90） 

⑤②で算出された平均（中心）からの距離と④で算出された修正指数から優先度を算出する。 

例：「雇用の場の確保と労働環境の充実」→17.17＝20.78…×0.8262… 

 

 

 

 

 

 

（17.17） 

 

角度 （15.65 度） 

 

雇用の場の確保と 
労働環境の充実 
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1位 1-⑥
雇用の場の確保と労働
環境の充実

12位 3-⑧
社会保障制度の適切な
運用

1位 2-⑥ 墓地・斎場の整備 12位 3-⑦ 生活困窮者への支援

2位 6-① 財政の健全化 13位 6-④
公共施設マネジメントの
推進 2位 4-⑥ 交流事業の推進 13位 3-⑤

心身の健康づくりに対する
支援

3位 1-②
商工業の振興と産学官の
連携強化

14位 1-⑤ 観光の振興 3位 4-④ 歴史・文化の伝承 14位 5-③ 上下水道の維持・整備

4位 2-④ 公共交通網の充実 15位 4-① 学校教育の充実 4位 4-⑧ 人権教育の推進 15位 4-②
家庭と地域の教育力の
強化

5位 1-③ 農林業の振興 16位 3-② 高齢者福祉の充実 5位 4-③ 生涯学習・スポーツの推進 16位 5-① 自然環境との共生

6位 1-⑦ 定住促進対策 17位 6-③ 行政改革の推進 6位 6-⑥ 地域コミュニティの活性化 17位 2-② 生活安全対策の推進

7位 6-② 歳入の確保 18位 3-③ 障害者福祉の充実 7位 6-⑦ 広域的行政の推進 18位 4-⑤ 青少年の健全育成

8位 3-⑥ 地域医療の充実 8位 6-⑤
市民に開かれた市民本

位・市民主体の行政の推
19位 2-① 消防・防災体制の充実

9位 2-⑤
住環境の整備と都市計画
の推進 9位 3-④

地域力の強化による地域
福祉の充実 20位 3-① 子育て支援の充実

10位 1-① 企業誘致の推進 10位 4-⑦ 男女共同参画の推進 21位 1-④ 水産業の振興

11位 2-③ 道路等の社会基盤の整備 11位 5-② 資源循環型社会の構築

優先度高い 優先度低い

＜満足度と重要度の相関（優先度）散布図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優先度 高 

優先度 低 

重 

要 

度 

評 

価 

満 足 度 評 価 
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5.8

13.2

10.5

-0.2

3.8

17.2

8.4

-0.2

-1.2

5.5

10.6

6.0

-21.2

-0.2

2.7

2.4

-6.3

-3.6

7.2

-3.8

4.2

3.5

-2.4

-10.4

-13.4

-0.8

-14.5

-6.1

-12.1

-2.4

-5.4

-3.1

13.3

7.7

2.5

4.0

-6.6

-8.3

-7.1

-30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

企業誘致の推進

商工業の振興と産学官の連携強化

農林業の振興

水産業の振興

観光の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住促進対策

消防・防災体制の充実

生活安全対策の推進

道路等の社会基盤の整備

公共交通網の充実

住環境の整備と都市計画の推進

墓地・斎場の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

地域力の強化による地域福祉の充実

心身の健康づくりに対する支援

地域医療の充実

生活困窮者への支援

社会保障制度の適切な運用

学校教育の充実

家庭と地域の教育力の強化

生涯学習・スポーツの推進

歴史・文化の伝承

青少年の健全育成

交流事業の推進

男女共同参画の推進

人権教育の推進

自然環境との共生

資源循環型社会の構築

上下水道の維持・整備

財政の健全化

歳入の確保

行政改革の推進

公共施設マネジメントの推進

市民に開かれた市民本位・市民主体の行政の推進

地域コミュニティの活性化

広域的行政の推進

＜満足度と重要度の相関（優先度）＞ 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優先度 高 優先度 低 

１．活力にあふれ、いきいきと暮

らせるまち 

２．安全、安心、快適に暮らせる

まち 

３．健全な心身と思いやりを育む

まち 

４．学ぶ意欲と豊かな心を育む

まち 

５．人と地球にやさしいまち 

６．市民協働による、持続可能な

自主自律のまち 



30 

8.99 

15.80 

3.76 

-1.52 

5.33 

22.48 

14.48 

14.95 

19.35 

10.67 

3.06 

-5.68 

6.28 

9.21 

-4.14 

-4.11 

-10.64 

-10.52 

0.16 

-5.60 

-8.64 

-0.45 

-11.49 

-3.51 

4.78 

-6.31 

4.99 

1.80 

2.24 

-0.51 

5.15 

-12.61 

-7.62 

2.96 

-13.50 

0.23 

-3.35 

-11.37 

-8.14 

-13.38 

-0.11 

-2.97 

-1.23 

-30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

企業誘致と工業振興

農業の振興

林業振興と森林保全

水産業の振興

商業の振興

雇用の場の確保と労働環境の充実

定住者の増加

歳入の確保

財政の健全化と行政運営の効率化

災害に強いまちづくり

犯罪と交通事故のないまちづくり

安心できる消費活動の推進

道路・河川・海岸などの都市基盤の整備

交通手段の確保

上水道の安定供給

公園・緑地の整備

墓地・斎場の整備

住宅対策の推進

土地の有効利用

市民の主体的活動の支援・参画の推進

情報基盤の整備と市の情報の効果的発信

観光の振興

交流事業の推進

健康づくりと疾病予防対策の推進

新市民病院を核とした医療体制の整備

地域福祉の推進

子育て支援の充実

障害者福祉の推進

高齢者福祉の推進

生活困窮者の自立支援

社会保障制度の健全運営

人権を尊重する教育・啓発

男女共同参画社会の実現

教育環境の整備と教育内容の充実

生涯学習の充実

青少年の健全育成等の推進

家庭教育の充実

スポーツの振興

歴史と伝統文化の伝承

芸術文化の振興

環境の保全

生活排水の適正処理

資源循環と省エネルギーによる環境負荷の低減

前回調査では、優先度が最も高い項目は、「雇用の場の確保と労働環境の充実」が最も高く、次い

で、「財政の健全化と行政運営の効率化」、「農業の振興」、「歳入の確保」となっていました。 

前回調査と比較すると、上位２位は同様の項目なっており、商工業に関する項目や観光の振興に関

する項目では、前回調査より優先度が上がっています。また、消防・防災に関する項目や防犯・交通

安全に関する項目、子育て支援に関する項目では、前回調査より優先度が下がっています。 

【参考：前回調査結果】 

（単位：評価点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

優先度 高 優先度 低 

１．産業基盤・地域づくり 

２．行財政 

３．安全・生活環境 

５．情報化・交流連携 

７．人権・教育・文化 

８．自然環境 

４．市民参画・協働 

６．健康・福祉 
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30.0 

29.0 

24.7 

27.5 

27.2 

31.2 

48.7 

35.9 

2.0 

5.4 

0% 20% 40% 60%

身近な商店街のにぎわいを生む商業の振興

駅周辺地域などの活性化

大型店を核とした商業地区の整備

新たな産業の育成・支援

企業や研究機関などの誘致

地域資源の活用によるさぬきブランドの開発

遊休農地の活用、後継者育成などによる

第一次産業の振興

新規特産物の開発や物産販売所、

産直市開催など特産物による振興

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

 

□ これからのまちづくりについて 

 

＜産業振興＞ 

問６ あなたは、産業の振興のためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考え

ますか（３つまで○印） 

産業の振興のためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについてみると、「遊

休農地の活用、後継者育成などによる第一次産業の振興」が 48.7％と最も高く、次いで、「新規特

産物の開発や物産販売所、産直市開催など特産物による振興」が 35.9％、「地域資源の活用による

さぬきブランドの開発」が 31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

性別では、男女ともに「遊休農地の活用、後継者育成などによる第一次産業の振興」が最も高くな

っています。 

年齢別では、10 歳代～30 歳代を除くすべての年齢で「遊休農地の活用、後継者育成などによる

第一次産業の振興」、10 歳代、30 歳代は「駅周辺地域などの活性化」、20 歳代は「地域資源の活

用によるさぬきブランドの開発」が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位２位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

身
近
な
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
を
生
む
商
業
の
振
興

駅
周
辺
地
域
な
ど
の
活
性

化 大
型
店
を
核
と
し
た
商
業

地
区
の
整
備

新
た
な
産
業
の
育
成
・
支

援 企
業
や
研
究
機
関
な
ど
の

誘
致

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

さ
ぬ
き
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

遊
休
農
地
の
活
用

、
後
継

者
育
成
な
ど
に
よ
る
第
一

次
産
業
の
振
興

新
規
特
産
物
の
開
発
や
物

産
販
売
所

、
産
直
市
開
催

な
ど
特
産
物
に
よ
る
振
興

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 26.7 30.1 25.8 30.7 29.5 32.5 51.1 31.6 2.7 4.6

女性 423 32.4 30.0 23.6 24.8 27.0 32.2 46.1 35.7 1.9 5.0

10歳代 7 28.6 57.1 42.9 28.6 0.0 42.9 14.3 42.9 0.0 0.0

20歳代 60 33.3 43.3 38.3 23.3 21.7 51.7 33.3 25.0 0.0 0.0

30歳代 70 27.1 40.0 35.7 21.4 25.7 34.3 34.3 31.4 1.4 2.9

40歳代 131 30.5 36.6 32.8 26.0 29.8 31.3 42.7 33.6 0.8 2.3

50歳代 165 32.1 27.9 29.7 24.2 28.5 30.3 39.4 32.7 2.4 7.3

60歳代 267 30.7 30.0 18.0 28.5 28.1 33.0 57.7 36.7 2.2 3.0

70歳以上 413 28.8 22.0 20.6 31.2 27.4 27.4 55.2 39.7 2.7 7.0

津田地区 140 32.9 30.7 22.1 30.0 30.7 32.1 47.1 41.4 0.7 2.9

大川地区 151 28.5 9.3 29.8 28.5 29.1 36.4 58.9 31.8 2.6 5.3

志度地区 432 33.1 34.5 23.4 25.0 24.5 31.5 45.8 35.9 2.1 5.1

寒川地区 123 20.3 27.6 23.6 27.6 28.5 35.0 50.4 39.0 3.3 4.9

長尾地区 257 30.0 31.9 26.1 32.3 29.2 26.5 49.8 33.1 1.9 4.7

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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34.4 

32.5 

33.0 

45.0 

10.4 

24.3 

33.3 

17.0 

19.5 

2.9 

6.3 

0% 20% 40% 60%

市内のイベントや祭りの充実

地域にある歴史や文化資源の活用

SNSやホームページなどを活用した積極的な情報発信

魅力ある特産品などの開発

外国人観光客への対応（多言語案内など）

自然や文化などに親しめる体験型旅行商品の充実

複数の観光拠点を組み合わせた

広域での観光ルートの設定

観光ボランティアなど、市民が観光事業に

参加できる仕組みづくり

お接待の心をもった接客サービスの充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜観光の活性化＞ 

問７ あなたは、観光の活性化のためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考

えますか（３つまで○印） 

観光の活性化のためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについてみると、

「魅力ある特産品などの開発」が 45.0％と最も高く、次いで、「市内のイベントや祭りの充実」が

34.4％、「複数の観光拠点を組み合わせた広域での観光ルートの設定」が 33.3％となっています。 
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性別では、男女ともに「魅力ある特産品などの開発」が最も高くなっています。 

年齢別では、10 歳代～40 歳代は「市内のイベントや祭りの充実」、50 歳代～70 歳以上は「魅

力ある特産品などの開発」が最も高くなっています。 

居住地区別では、すべての地区で「魅力ある特産品などの開発」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り

の
充
実

地
域
に
あ
る
歴
史
や
文
化

資
源
の
活
用

S
N
S
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

な
ど
を
活
用
し
た
積
極
的

な
情
報
発
信

魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
の

開
発

外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

（
多
言
語
案
内
な
ど

）

自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し

め
る
体
験
型
旅
行
商
品
の

充
実

複
数
の
観
光
拠
点
を
組
み

合
わ
せ
た
広
域
で
の
観
光

ル
ー

ト
の
設
定

観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な

ど

、
市
民
が
観
光
事
業
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り お
接
待
の
心
を
も

っ
た
接

客
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 33.1 34.3 35.6 43.5 13.1 22.2 34.7 15.2 17.0 4.3 4.9

女性 423 32.4 29.8 34.8 47.0 9.5 25.1 34.3 15.4 23.4 1.7 5.9

10歳代 7 85.7 0.0 42.9 42.9 14.3 42.9 14.3 28.6 28.6 0.0 0.0

20歳代 60 46.7 20.0 43.3 38.3 23.3 43.3 20.0 18.3 16.7 5.0 1.7

30歳代 70 55.7 21.4 34.3 45.7 7.1 28.6 32.9 11.4 10.0 2.9 2.9

40歳代 131 48.1 25.2 43.5 39.7 13.7 27.5 29.0 11.5 13.7 3.8 3.1

50歳代 165 24.8 26.7 41.8 41.8 11.5 23.6 35.2 17.0 19.4 1.8 6.1

60歳代 267 27.7 36.7 34.8 46.8 12.4 24.7 36.7 20.2 17.6 3.7 4.1

70歳以上 413 32.9 38.7 24.5 47.9 6.8 19.9 34.9 16.9 24.5 2.2 8.7

津田地区 140 36.4 23.6 34.3 52.1 8.6 29.3 37.9 15.7 17.9 5.7 3.6

大川地区 151 29.8 37.7 35.1 48.3 6.6 27.2 29.1 13.9 15.9 2.6 6.6

志度地区 432 33.8 33.3 35.4 42.8 11.3 23.4 31.9 18.5 18.1 2.1 5.6

寒川地区 123 38.2 33.3 30.1 47.2 9.8 25.2 36.6 12.2 19.5 2.4 5.7

長尾地区 257 37.4 33.5 31.1 42.4 12.8 21.8 35.4 19.1 24.9 3.1 6.2

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別



35 

19.8 

33.9 

46.9 

22.0 

49.1 

67.7 

9.3 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

結婚時に、市からお祝い金が出る

出産時に、市からお祝い金が出る

マイホームの購入や新築時に、市から補助金が出る

三世代同居や近居のための転入時に、

市から支援金が出る

住まいの向上に関する費用の一部（リフォーム、

耐震対策など）に対し、市から補助金が出る

子どもの健康づくり（病児・病後児保育、子ども医療

費支給など）に対し、市が積極的にサポートする

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜定住促進＞ 

問８ 市の人口が減少傾向にある中、あなたは、転出抑制や転入促進に効果が高いと思わ

れる取組は何だと考えますか（３つまで○印） 

転出抑制や転入促進に効果が高いと思われる取組は何だと考えますかについてみると、「子どもの

健康づくり（病児・病後児保育、子ども医療費支給など）に対し、市が積極的にサポートする」が

67.7％と最も高く、次いで、「住まいの向上に関する費用の一部（リフォーム、耐震対策など）に対

し、市から補助金が出る」が 49.1％、「マイホームの購入や新築時に、市から補助金が出る」が 46.9％

となっています。 
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性別では、男女ともに「子どもの健康づくり（病児・病後児保育、子ども医療費支給など）に対し、

市が積極的にサポートする」が最も高くなっています。 

年齢別では、20歳代を除くすべての年齢で「子どもの健康づくり（病児・病後児保育、子ども医

療費支給など）に対し、市が積極的にサポートする」、20 歳代は「出産時に、市からお祝い金が出

る」が最も高くなっています。 

居住地区別では、すべての地区で「子どもの健康づくり（病児・病後児保育、子ども医療費支給な

ど）に対し、市が積極的にサポートする」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

結
婚
時
に

、
市
か
ら
お
祝

い
金
が
出
る

出
産
時
に

、
市
か
ら
お
祝

い
金
が
出
る

マ
イ
ホ
ー

ム
の
購
入
や
新

築
時
に

、
市
か
ら
補
助
金

が
出
る

三
世
代
同
居
や
近
居
の
た

め
の
転
入
時
に

、
市
か
ら

支
援
金
が
出
る

住
ま
い
の
向
上
に
関
す
る

費
用
の
一
部

（
リ
フ

ォ
ー

ム

、
耐
震
対
策
な
ど

）
に

対
し

、
市
か
ら
補
助
金
が

出
る

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

（
病
児
・
病
後
児
保
育

、

子
ど
も
医
療
費
支
給
な

ど

）
に
対
し

、
市
が
積
極

的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 18.2 35.9 48.6 19.8 45.6 68.7 12.5 2.7

女性 423 19.4 32.2 46.1 23.9 51.3 64.8 7.6 4.0

10歳代 7 14.3 28.6 57.1 14.3 42.9 85.7 0.0 0.0

20歳代 60 41.7 66.7 51.7 16.7 35.0 65.0 5.0 1.7

30歳代 70 20.0 44.3 65.7 12.9 47.1 71.4 7.1 1.4

40歳代 131 16.0 28.2 58.8 20.6 51.9 71.8 11.5 2.3

50歳代 165 12.7 26.1 50.9 20.6 52.1 56.4 13.3 5.5

60歳代 267 18.7 32.6 43.1 22.5 47.9 72.3 9.7 1.9

70歳以上 413 22.0 33.2 39.0 25.2 50.6 66.6 8.0 5.3

津田地区 140 25.0 37.9 45.7 25.0 43.6 66.4 7.9 4.3

大川地区 151 14.6 25.2 44.4 21.9 53.0 76.8 7.3 4.6

志度地区 432 21.5 34.3 47.2 19.2 49.8 65.3 10.4 3.2

寒川地区 123 15.4 30.9 48.0 25.2 42.3 73.2 10.6 4.9

長尾地区 257 20.6 37.4 47.5 22.6 51.8 64.2 8.9 3.1

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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17.5 

46.9 

27.4 

56.0 

19.4 

16.7 

31.4 

12.4 

35.2 

3.1 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

防災講座などの啓発活動の充実

住宅の耐震診断や改修などに対する

補助制度の充実

防災資機材の備蓄・整備の充実

災害時における情報伝達機能の充実

施設の耐震化の促進

自主防災組織の結成促進

災害時の広域連携の推進

職場や地域における避難訓練の実施

災害時要配慮者などの災害弱者対策の実施

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜防災＞ 

問９ あなたは、地震や台風、大雨など、自然災害による被害を防ぐ取組として、今後ど

のようなことに力を入れるべきだと考えますか（３つまで○印） 

地震や台風、大雨など、自然災害による被害を防ぐ取組として、今後どのようなことに力を入れる

べきだと考えますかについてみると、「災害時における情報伝達機能の充実」が 56.0％と最も高く、

次いで、「住宅の耐震診断や改修などに対する補助制度の充実」が 46.9％、「災害時要配慮者などの

災害弱者対策の実施」が 35.2％となっています。 
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性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10 歳代、20 歳代を除くすべての年齢で「災害時における情報伝達機能の充実」、

10 歳代、20 歳代は「住宅の耐震診断や改修などに対する補助制度の充実」が最も高くなっていま

す。 

居住地区別では、上位３位は全体と同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

防
災
講
座
な
ど
の
啓
発
活

動
の
充
実

住
宅
の
耐
震
診
断
や
改
修

な
ど
に
対
す
る
補
助
制
度

の
充
実

防
災
資
機
材
の
備
蓄
・
整

備
の
充
実

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝

達
機
能
の
充
実

施
設
の
耐
震
化
の
促
進

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進 災
害
時
の
広
域
連
携
の
推

進 職
場
や
地
域
に
お
け
る
避

難
訓
練
の
実
施

災
害
時
要
配
慮
者
な
ど
の

災
害
弱
者
対
策
の
実
施

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 20.4 42.9 28.6 54.1 19.8 19.5 29.2 12.8 32.8 4.9 2.7

女性 423 16.5 48.2 27.9 54.4 19.4 14.4 31.7 13.0 35.5 2.1 2.8

10歳代 7 28.6 71.4 14.3 42.9 42.9 14.3 42.9 14.3 14.3 0.0 0.0

20歳代 60 16.7 55.0 40.0 45.0 41.7 13.3 30.0 6.7 21.7 0.0 1.7

30歳代 70 11.4 50.0 40.0 64.3 28.6 10.0 25.7 11.4 15.7 2.9 1.4

40歳代 131 14.5 52.7 32.8 52.7 28.2 15.3 31.3 12.2 28.2 2.3 2.3

50歳代 165 13.9 47.3 35.2 50.9 18.8 17.0 28.5 10.3 24.8 4.2 3.6

60歳代 267 20.2 42.7 25.1 60.7 14.6 16.9 36.7 12.7 39.7 3.4 1.1

70歳以上 413 19.1 45.5 20.3 56.9 15.3 18.4 30.0 14.0 44.6 2.7 3.6

津田地区 140 20.7 43.6 27.1 57.1 12.9 15.7 35.0 13.6 41.4 3.6 3.6

大川地区 151 17.2 48.3 24.5 52.3 22.5 15.9 30.5 9.9 33.1 3.3 2.6

志度地区 432 16.2 46.3 30.1 55.6 21.3 16.0 30.8 12.7 33.1 2.3 2.5

寒川地区 123 17.9 47.2 23.6 61.0 23.6 14.6 33.3 9.8 34.1 2.4 2.4

長尾地区 257 18.3 48.2 26.5 57.2 16.7 19.8 30.4 13.6 38.1 3.5 2.3

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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47.2 

37.8 

28.5 

18.9 

23.9 

49.0 

36.9 

4.8 

3.1 

0% 20% 40% 60%

鉄道を利用しやすい環境づくり（コミュニティバスでの

アクセス性の向上、駐車場の整備含む）

コミュニティバスの運行本数の見直し

コミュニティバスのバス停の数の見直し

コミュニティバスのバリアフリー化や

バス停の環境整備（屋根の設置など）

高速バスへのアクセス性の向上

（バスストップ駐車場の整備含む）

タクシーなどの利用費助成

デマンドタクシー（予約型乗り合いタクシー）など

新たな公共交通手段の検討

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜公共交通＞ 

問 10 あなたは、公共交通の整備を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れ

るべきだと考えますか（３つまで○印） 

公共交通の整備を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかにつ

いてみると、「タクシーなどの利用費助成」が 49.0％と最も高く、次いで、「鉄道を利用しやすい環

境づくり（コミュニティバスでのアクセス性の向上、駐車場の整備含む）」が 47.2％、「コミュニテ

ィバスの運行本数の見直し」が 37.8％となっています。 
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性別では、男性は「鉄道を利用しやすい環境づくり（コミュニティバスでのアクセス性の向上、駐

車場の整備含む）」が 50.2％、女性は「タクシーなどの利用費助成」が 54.1％と最も高くなってい

ます。 

年齢別では、10 歳代、60 歳代、70 歳以上を除くすべての年齢で「鉄道を利用しやすい環境づ

くり（コミュニティバスでのアクセス性の向上、駐車場の整備含む）」、10歳代は「コミュニティバ

スの運行本数の見直し」、60歳代、70歳以上は「タクシーなどの利用費助成」が最も高くなってい

ます。 

居住地区別では、津田地区、大川地区、長尾地区を除くすべての地区で「鉄道を利用しやすい環境

づくり（コミュニティバスでのアクセス性の向上、駐車場の整備含む）」、津田地区は「コミュニティ

バスの運行本数の見直し」、大川地区、長尾地区は「タクシーなどの利用費助成」が最も高くなって

います。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

鉄
道
を
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り

（
コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
バ
ス
で
の
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上

、
駐
車
場
の
整

備
含
む

）

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運

行
本
数
の
見
直
し

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
バ

ス
停
の
数
の
見
直
し

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー

化
や
バ
ス
停

の
環
境
整
備

（
屋
根
の
設

置
な
ど

）

高
速
バ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上

（
バ
ス
ス
ト

ッ

プ
駐
車
場
の
整
備
含
む

）

タ
ク
シ
ー

な
ど
の
利
用
費

助
成

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
予

約
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー

）
な
ど
新
た
な
公
共

交
通
手
段
の
検
討

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 50.2 32.2 24.0 21.9 25.5 46.8 33.1 6.4 3.3

女性 423 46.3 38.3 29.3 13.9 22.2 54.1 37.1 2.4 3.3

10歳代 7 57.1 85.7 14.3 0.0 42.9 42.9 14.3 28.6 0.0

20歳代 60 58.3 35.0 21.7 23.3 36.7 43.3 20.0 1.7 3.3

30歳代 70 57.1 40.0 32.9 17.1 22.9 37.1 18.6 2.9 4.3

40歳代 131 62.6 38.9 29.0 11.5 27.5 44.3 29.8 3.8 2.3

50歳代 165 55.8 26.7 21.8 15.8 29.7 44.2 37.6 9.1 3.6

60歳代 267 44.6 36.3 31.5 19.9 24.3 54.7 41.6 4.5 0.7

70歳以上 413 38.0 42.1 30.0 20.8 19.1 52.1 40.9 4.1 4.4

津田地区 140 43.6 49.3 28.6 16.4 17.1 47.1 38.6 4.3 3.6

大川地区 151 39.1 39.1 25.2 20.5 17.9 53.6 48.3 5.3 2.6

志度地区 432 50.2 39.8 30.1 19.7 27.1 46.3 32.6 4.6 3.2

寒川地区 123 50.4 24.4 30.1 12.2 25.2 47.2 40.7 6.5 4.9

長尾地区 257 48.6 34.2 28.0 19.1 26.8 54.9 33.9 4.3 1.9

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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46.1 13.7 18.1 13.5 4.5 4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,144

自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程度の支出は必要

である

市の委託料が増加しても、新たな路線や運行本数を増やすなど、さらに便利な

公共交通網をつくるべきである

運賃を値上げしてでも、新たな路線や運行本数を増やすなど、さらに便利な

公共交通網をつくるべきである

バスや公共交通の運行は、交通事業者が行うべきで、バス等が減便・廃止され

ても、これ以上の委託料の増加は、避けるべきである

その他

不明・無回答

問 11 さぬき市では、コミュニティバスの運行に対し、現在市が委託料を支出しています。

このことを踏まえ、あなたは、コミュニティバスなどの公共交通の維持のために行

政が負担することについて、どのように考えますか（１つに○印） 

コミュニティバスなどの公共交通の維持のために行政が負担することについて、どのように考えま

すかについてみると、「自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程度の支出は必

要である」が 46.1％と最も高く、次いで、「運賃を値上げしてでも、新たな路線や運行本数を増や

すなど、さらに便利な公共交通網をつくるべきである」が 18.1％、「市の委託料が増加しても、新

たな路線や運行本数を増やすなど、さらに便利な公共交通網をつくるべきである」が 13.7％となっ

ています。 
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性別では、男女ともに「自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程度の支出は

必要である」が最も高くなっています。 

年齢別では、すべての年齢で「自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程度の

支出は必要である」が最も高くなっています。 

居住地区別では、すべての地区で「自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程

度の支出は必要である」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.1 

48.2 

42.9 

48.3 

48.6 

49.6 

54.5 

46.4 

40.7 

43.6 

35.1 

46.8 

43.9 

53.3 

12.2 

13.9 

28.6 

13.3 

11.4 

16.0 

9.1 

14.2 

15.0 

14.3 

18.5 

13.7 

13.0 

11.7 

18.2 

18.4 

28.6 

13.3 

17.1 

17.6 

15.8 

18.0 

20.1 

25.7 

17.2 

19.7 

17.9 

12.1 

13.1 

12.3 

0.0 

15.0 

17.1 

9.9 

9.7 

14.2 

14.5 

10.7 

13.9 

11.3 

15.4 

16.7 

5.5 

2.8 

0.0 

6.7 

4.3 

3.8 

5.5 

5.6 

3.4 

0.7 

10.6 

4.2 

4.1 

3.9 

4.0 

4.3 

0.0 

3.3 

1.4 

3.1 

5.5 

1.5 

6.3 

5.0 

4.6 

4.4 

5.7 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

47.1 12.2 18.2 13.1 5.5 4.0 
自動車などを利用できない高齢者や学生などのために、ある程度の支

出は必要である

市の委託料が増加しても、新たな路線や運行本数を増やすなど、さら

に便利な公共交通網をつくるべきである

運賃を値上げしてでも、新たな路線や運行本数を増やすなど、さらに

便利な公共交通網をつくるべきである

バスや公共交通の運行は、交通事業者が行うべきで、バス等が減便・

廃止されても、これ以上の委託料の増加は、避けるべきである

その他

不明・無回答
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21.3 

49.0 

42.9 

45.2 

21.3 

10.0 

26.2 

34.1 

4.7 

5.0 

0% 20% 40% 60%

妊婦や乳幼児に対する健康診査など

母子保健事業の充実

乳幼児や子どもに対する医療費助成などの充実

保育所・幼稚園・子ども園の整備拡充

一時保育（緊急時や用事の際などに

一時的に預かる制度）の充実

子育て相談や情報提供など子育て支援サービスの充実

子育てグループなど子育てに関わる市民活動の支援

子どもの遊び場の整備

在宅勤務や育児休業制度など就業環境の整備

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜子育て環境＞ 

問 12 あなたは、少子化が進む中で、この変化に対応するには、今後どのようなことに力

を入れるべきだと考えますか（３つまで○印） 

少子化が進む中で、この変化に対応するには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えます

かについてみると、「乳幼児や子どもに対する医療費助成などの充実」が 49.0％と最も高く、次い

で、「一時保育（緊急時や用事の際などに一時的に預かる制度）の充実」が 45.2％、「保育所・幼稚

園・子ども園の整備拡充」が 42.9％となっています。 
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性別では、男女ともに「乳幼児や子どもに対する医療費助成などの充実」が最も高くなっています。 

年齢別では、10 歳代、50 歳代を除くすべての年齢で「乳幼児や子どもに対する医療費助成など

の充実」、10歳代は「保育所・幼稚園・子ども園の整備拡充」「子どもの遊び場の整備」が同率、50

歳代は「一時保育（緊急時や用事の際などに一時的に預かる制度）の充実」が最も高くなっています。 

居住地区別では、津田地区を除くすべての地区で「乳幼児や子どもに対する医療費助成などの充実」、

津田地区は「一時保育（緊急時や用事の際などに一時的に預かる制度）の充実」が最も高くなってい

ます。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

妊
婦
や
乳
幼
児
に
対
す
る

健
康
診
査
な
ど
母
子
保
健

事
業
の
充
実

乳
幼
児
や
子
ど
も
に
対
す

る
医
療
費
助
成
な
ど
の
充

実 保
育
所
・
幼
稚
園
・
子
ど

も
園
の
整
備
拡
充

一
時
保
育

（
緊
急
時
や
用

事
の
際
な
ど
に
一
時
的
に

預
か
る
制
度

）
の
充
実

子
育
て
相
談
や
情
報
提
供

な
ど
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ

ス
の
充
実

子
育
て
グ
ル
ー

プ
な
ど
子

育
て
に
関
わ
る
市
民
活
動

の
支
援

子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備

在
宅
勤
務
や
育
児
休
業
制

度
な
ど
就
業
環
境
の
整
備

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 24.0 49.5 42.9 38.3 21.9 9.7 27.7 31.3 6.7 4.3

女性 423 19.1 48.5 41.8 48.2 21.0 9.9 26.7 33.8 3.5 5.7

10歳代 7 28.6 42.9 57.1 28.6 28.6 0.0 57.1 28.6 0.0 0.0

20歳代 60 25.0 48.3 45.0 33.3 21.7 11.7 35.0 38.3 6.7 6.7

30歳代 70 27.1 51.4 45.7 42.9 8.6 5.7 51.4 28.6 7.1 2.9

40歳代 131 16.0 51.9 38.2 45.0 11.5 4.6 41.2 40.5 10.7 2.3

50歳代 165 12.7 46.7 45.5 48.5 16.4 10.9 16.4 36.4 6.7 6.1

60歳代 267 21.3 52.8 44.2 47.2 27.7 9.0 22.5 36.3 2.2 2.6

70歳以上 413 25.2 46.0 41.9 44.8 25.4 12.3 21.1 30.3 2.9 7.3

津田地区 140 23.6 47.1 38.6 47.9 22.1 11.4 25.7 35.0 2.1 6.4

大川地区 151 21.9 47.7 34.4 46.4 27.8 6.6 18.5 35.8 7.9 6.6

志度地区 432 22.2 49.1 45.4 44.4 20.1 9.3 29.4 34.3 3.9 4.2

寒川地区 123 23.6 45.5 40.7 44.7 21.1 8.9 22.0 34.1 6.5 6.5

長尾地区 257 18.7 53.7 46.3 44.4 21.4 12.8 26.8 31.5 4.7 3.9

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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53.4 

29.2 

16.6 

43.6 

23.9 

15.0 

34.5 

43.8 

2.1 

3.3 

0% 20% 40% 60%

高齢者や障害のある人が入所（入居）

できる施設の整備

高齢者や障害のある人の日中活動の場の充実

高齢者や障害のある人が生活しやすい

バリアフリー化の推進

高齢者や障害のある人の移動手段の確保

地域全体で高齢者や障害のある人を支える

仕組みづくりの整備

高齢者や障害のある人を介助する

ボランティアの育成

高齢者や障害のある人に対する経済面での

生活支援の充実

元気な高齢者の働く場の確保や障害のある人が

自立できる就労支援策の充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜高齢者・障害者福祉＞ 

問 13 あなたは、高齢者や障害のある人への福祉を充実させるためには、今後どのような

ことに力を入れるべきだと考えますか（３つまで○印） 

高齢者や障害のある人への福祉を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと

考えますかについてみると、「高齢者や障害のある人が入所（入居）できる施設の整備」が 53.4％

と最も高く、次いで、「元気な高齢者の働く場の確保や障害のある人が自立できる就労支援策の充実」

が 43.8％、「高齢者や障害のある人の移動手段の確保」が 43.6％となっています。 
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性別では、男女ともに「高齢者や障害のある人が入所（入居）できる施設の整備」が最も高くなっ

ています。 

年齢別では、60歳代を除くすべての年齢で「高齢者や障害のある人が入所（入居）できる施設の

整備」、60 歳代は「元気な高齢者の働く場の確保や障害のある人が自立できる就労支援策の充実」

が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

が
入
所

（
入
居

）
で
き
る

施
設
の
整
備

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

の
日
中
活
動
の
場
の
充
実

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

が
生
活
し
や
す
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー

化
の
推
進

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

の
移
動
手
段
の
確
保

地
域
全
体
で
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
の
整
備

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

を
介
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
の
育
成

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

に
対
す
る
経
済
面
で
の
生

活
支
援
の
充
実

元
気
な
高
齢
者
の
働
く
場

の
確
保
や
障
害
の
あ
る
人

が
自
立
で
き
る
就
労
支
援

策
の
充
実

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 51.1 28.3 15.8 45.0 28.0 12.5 35.9 41.3 3.3 2.1

女性 423 56.7 28.8 16.8 41.4 21.7 16.3 33.1 47.0 1.4 2.8

10歳代 7 71.4 14.3 42.9 28.6 14.3 28.6 28.6 57.1 0.0 0.0

20歳代 60 46.7 45.0 21.7 30.0 20.0 13.3 41.7 36.7 1.7 1.7

30歳代 70 45.7 37.1 18.6 44.3 22.9 10.0 22.9 44.3 1.4 1.4

40歳代 131 52.7 32.8 11.5 38.9 24.4 11.5 40.5 51.1 3.1 1.5

50歳代 165 55.8 24.2 14.5 46.7 19.4 15.8 30.9 43.6 1.8 3.6

60歳代 267 47.9 30.3 18.0 44.9 28.5 13.5 36.0 49.1 2.6 2.6

70歳以上 413 58.1 25.7 16.9 45.0 23.7 18.4 34.4 40.0 1.9 4.4

津田地区 140 56.4 23.6 20.0 44.3 22.9 19.3 34.3 45.7 0.7 4.3

大川地区 151 56.3 27.2 19.2 48.3 16.6 11.3 36.4 38.4 4.0 4.0

志度地区 432 54.6 27.1 15.0 44.4 25.0 16.9 34.3 45.1 1.2 3.0

寒川地区 123 48.8 33.3 17.9 40.7 33.3 13.0 37.4 42.3 2.4 2.4

長尾地区 257 50.6 34.6 15.2 40.9 23.3 13.2 33.9 47.5 3.5 2.3

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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17.4 

21.3 

20.9 

44.8 

16.3 

30.8 

11.9 

40.4 

50.2 

2.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

健康相談・健康教室の充実

市民が主体となった地域での健康づくりの推進

スポーツによる健康づくり・体力づくりの推進

要介護状態にならないための

介護予防の取組の推進

メンタルヘルス対策などのこころの

健康づくりの推進

成人病検診やがん検診の充実

保健師などの訪問活動の推進

市民病院などの地域医療の充実

救急・休日・夜間・訪問診療など診療体制の充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜健康づくり＞ 

問 14 あなたは、健康づくりを充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべ

きだと考えますか（３つまで○印） 

健康づくりを充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについて

みると、「救急・休日・夜間・訪問診療など診療体制の充実」が 50.2％と最も高く、次いで、「要介

護状態にならないための介護予防の取組の推進」が 44.8％、「市民病院などの地域医療の充実」が

40.4％となっています。 
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性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10 歳代、20 歳代、70 歳代以上を除くすべての年齢で「救急・休日・夜間・訪問

診療など診療体制の充実」、10 歳代は「スポーツによる健康づくり・体力づくりの推進」、20 歳代

は「成人病検診やがん検診の充実」、70 歳代以上は「要介護状態にならないための介護予防の取組

の推進」が最も高くなっています。 

居住地区別では、津田地区を除くすべての地区で「救急・休日・夜間・訪問診療など診療体制の充

実」、津田地区は「要介護状態にならないための介護予防の取組の推進」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

健
康
相
談
・
健
康
教
室
の

充
実

市
民
が
主
体
と
な

っ
た
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
の
推

進 ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
の
推

進 要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
の
介
護
予
防
の
取
組

の
推
進

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な

ど
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
の
推
進

成
人
病
検
診
や
が
ん
検
診

の
充
実

保
健
師
な
ど
の
訪
問
活
動

の
推
進

市
民
病
院
な
ど
の
地
域
医

療
の
充
実

救
急
・
休
日
・
夜
間
・
訪

問
診
療
な
ど
診
療
体
制
の

充
実

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 17.3 23.1 24.0 42.9 15.2 30.4 13.1 41.6 44.4 2.7 2.4

女性 423 17.3 20.3 19.6 42.6 16.8 31.9 10.9 42.1 54.4 1.9 2.6

10歳代 7 0.0 28.6 71.4 14.3 0.0 57.1 0.0 28.6 28.6 0.0 0.0

20歳代 60 8.3 6.7 35.0 33.3 15.0 53.3 8.3 40.0 51.7 3.3 1.7

30歳代 70 10.0 17.1 21.4 32.9 20.0 42.9 2.9 34.3 50.0 2.9 2.9

40歳代 131 20.6 13.7 24.4 34.4 16.0 40.5 3.8 45.8 55.0 1.5 1.5

50歳代 165 14.5 12.7 26.1 39.4 22.4 24.8 9.7 41.8 49.7 4.2 3.0

60歳代 267 18.7 26.2 18.7 47.6 18.4 30.7 12.4 39.3 51.3 1.1 2.6

70歳以上 413 18.6 26.6 15.7 53.5 12.3 24.5 16.9 40.0 49.4 1.9 3.9

津田地区 140 20.7 20.0 26.4 47.1 23.6 26.4 11.4 39.3 46.4 2.1 4.3

大川地区 151 18.5 16.6 13.9 41.7 15.9 31.1 13.2 47.0 49.0 3.3 2.6

志度地区 432 17.1 24.8 22.2 43.5 14.1 32.6 13.2 32.9 51.4 2.3 3.0

寒川地区 123 12.2 23.6 16.3 48.8 15.4 30.9 11.4 51.2 52.0 0.8 3.3

長尾地区 257 17.1 17.5 21.8 46.3 17.1 30.4 9.3 44.4 52.5 1.6 1.9

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別



49 

21.6 

16.5 

35.4 

42.0 

28.5 

15.1 

41.1 

45.4 

1.5 

5.0 

0% 20% 40% 60%

市民が参加できる講座やセミナーの開催

学校での男女平等教育の充実

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の

実現に向けた取組

働きやすい職場づくりに対する企業等への啓発

誰もが参加しやすい地域活動・

ボランティア活動に対する啓発

あらゆる暴力の根絶に向けた取組

子育て支援サービスの充実

高齢者・障害者等支援サービスの充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜男女共同参画＞ 

問 15 あなたは、男女が性別に関わりなく家庭、職場、地域における活動を両立し、社会

のあらゆる分野に参画していくためには、今後どのようなことに力を入れるべきだ

と考えますか（３つまで○印） 

男女が性別に関わりなく家庭、職場、地域における活動を両立し、社会のあらゆる分野に参画して

いくためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについてみると、「高齢者・障

害者等支援サービスの充実」が 45.4％と最も高く、次いで、「働きやすい職場づくりに対する企業

等への啓発」が 42.0％、「子育て支援サービスの充実」が 41.1％となっています。 
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性別では、男性は「子育て支援サービスの充実」「高齢者・障害者等支援サービスの充実」が同率

で 43.2％、女性は「高齢者・障害者等支援サービスの充実」が 46.8％と最も高くなっています。 

年齢別では、10 歳代、20 歳代、50 歳代は「働きやすい職場づくりに対する企業等への啓発」、

30 歳代、40 歳代は「子育て支援サービスの充実」、60 歳代、70 歳以上は「高齢者・障害者等支

援サービスの充実」が最も高くなっています。 

居住地区別では、長尾地区を除くすべての地区で「高齢者・障害者等支援サービスの充実」、長尾

地区は「働きやすい職場づくりに対する企業等への啓発」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

市
民
が
参
加
で
き
る
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

学
校
で
の
男
女
平
等
教
育

の
充
実

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調

和

）
の
実
現
に
向
け
た
取

組 働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
対
す
る
企
業
等
へ
の
啓

発 誰
も
が
参
加
し
や
す
い
地

域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

活
動
に
対
す
る
啓
発

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に

向
け
た
取
組

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の

充
実

高
齢
者
・
障
害
者
等
支
援

サ
ー

ビ
ス
の
充
実

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 20.1 14.9 35.9 40.1 28.6 18.8 43.2 43.2 1.8 5.5

女性 423 22.2 18.0 37.4 43.0 25.8 12.5 40.2 46.8 1.4 3.5

10歳代 7 28.6 14.3 57.1 85.7 28.6 14.3 14.3 28.6 0.0 0.0

20歳代 60 5.0 23.3 53.3 65.0 15.0 13.3 61.7 26.7 1.7 3.3

30歳代 70 8.6 28.6 50.0 52.9 8.6 10.0 60.0 25.7 1.4 2.9

40歳代 131 13.7 16.0 48.1 50.4 11.5 14.5 52.7 37.4 2.3 3.1

50歳代 165 20.6 13.9 41.8 46.7 20.6 11.5 43.0 40.0 1.2 4.8

60歳代 267 28.1 14.2 33.7 37.1 34.1 14.6 41.2 51.7 1.5 3.7

70歳以上 413 24.9 16.0 24.5 34.4 39.2 18.4 31.2 53.0 1.5 6.8

津田地区 140 24.3 11.4 32.1 42.1 30.0 16.4 37.1 50.7 0.0 8.6

大川地区 151 21.2 14.6 32.5 38.4 27.8 15.2 41.1 49.0 2.0 4.6

志度地区 432 21.3 17.8 35.2 43.5 28.7 14.8 42.8 44.9 1.6 4.6

寒川地区 123 21.1 16.3 35.0 40.7 30.9 17.1 40.7 45.5 0.8 4.1

長尾地区 257 21.8 17.9 40.1 43.2 27.2 14.8 40.9 42.8 1.9 3.1

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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57.8 

13.8 

13.7 

21.1 

25.6 

16.9 

19.2 

22.8 

43.4 

8.2 

18.8 

2.9 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

社会のルールや命の大切さを学ぶ

心の教育の推進

就学前及び小・中学校間の円滑な接続による

連続性のある教育の推進

コンピュータやインターネットなど情報教育の充実

国際化を視野に入れた外国語教育の充実

体験学習活動を通じた地域の人たちとの

交流など開かれた学校づくり

少人数学級の推進などきめ細かな教育の推進

家庭・地域・学校・大学が連携した地域社会

における教育力向上の推進

子ども同士のつながりを深めるための

学年を越えた交流の促進

不登校やいじめなどに対する早期対応と支援の充実

学校施設の改修・整備など、教育環境の充実

通学路における子どもの安全対策の

強化や安全教育の充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜学校教育＞ 

問 16 あなたは、学校教育を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべき

だと考えますか（３つまで○印） 

学校教育を充実させるためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについてみ

ると、「社会のルールや命の大切さを学ぶ心の教育の推進」が 57.8％と最も高く、次いで、「不登校

やいじめなどに対する早期対応と支援の充実」が 43.4％、「体験学習活動を通じた地域の人たちと

の交流など開かれた学校づくり」が 25.6％となっています。 
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性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10 歳代、20 歳代を除くすべての年齢で「社会のルールや命の大切さを学ぶ心の教

育の推進」、10歳代は「コンピュータやインターネットなど情報教育の充実」「家庭・地域・学校・

大学が連携した地域社会における教育力向上の推進」が同率、20歳代は「不登校やいじめなどに対

する早期対応と支援の充実」が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対

象
者

数

（
人

）

社

会
の

ル
ー

ル
や

命
の

大

切

さ
を

学
ぶ

心
の

教
育

の

推

進

就

学
前

及
び

小
・

中
学

校

間

の
円

滑
な

接
続

に
よ

る

連

続
性

の
あ

る
教

育
の

推

進 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

な
ど

情
報

教

育

の
充

実

国

際
化

を
視

野
に

入
れ

た

外

国
語

教
育

の
充

実

体

験
学

習
活

動
を

通
じ

た

地

域
の

人
た

ち
と

の
交

流

な

ど
開

か
れ

た
学

校
づ

く

り 少

人
数

学
級

の
推

進
な

ど

き

め
細

か
な

教
育

の
推

進

家

庭
・

地
域

・
学

校
・

大

学

が
連

携
し

た
地

域
社

会

に

お
け

る
教

育
力

向
上

の

推

進

男性 329 58.1 15.8 15.8 23.4 25.5 13.4 17.3

女性 423 58.9 12.5 12.8 18.2 23.6 18.9 20.6

10歳代 7 14.3 28.6 57.1 0.0 28.6 0.0 57.1

20歳代 60 41.7 15.0 26.7 20.0 23.3 15.0 15.0

30歳代 70 62.9 12.9 17.1 24.3 25.7 18.6 8.6

40歳代 131 46.6 11.5 22.9 26.7 24.4 22.1 26.7

50歳代 165 50.9 19.4 12.1 18.2 21.2 25.5 20.0

60歳代 267 62.9 14.6 10.1 21.3 29.6 18.0 16.9

70歳以上 413 62.7 11.9 10.9 19.6 25.4 11.4 20.3

津田地区 140 53.6 13.6 14.3 20.7 32.1 10.7 14.3

大川地区 151 63.6 16.6 13.9 17.9 21.2 19.2 19.9

志度地区 432 55.3 15.7 14.8 21.1 25.5 16.2 21.8

寒川地区 123 63.4 13.8 8.9 22.0 24.4 17.1 17.9

長尾地区 257 59.5 9.3 14.4 21.0 26.1 20.2 18.3

対
象

者
数

（
人

）

子
ど

も
同

士
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

た
め

の
学

年
を

越
え

た
交

流
の

促
進

不
登

校
や

い
じ

め
な

ど
に

対
す

る
早

期
対

応
と

支
援

の
充

実

学
校

施
設

の
改

修
・

整
備

な
ど

、
教

育
環

境
の

充
実

通
学

路
に

お
け

る
子

ど
も

の
安

全
対

策
の

強
化

や
安

全
教

育
の

充
実

そ
の

他

不
明

・
無

回
答

男性 329 25.2 42.2 8.8 18.2 4.6 3.6

女性 423 21.7 45.4 6.9 19.1 2.6 4.7

10歳代 7 14.3 28.6 0.0 42.9 0.0 0.0

20歳代 60 18.3 50.0 10.0 20.0 10.0 1.7

30歳代 70 25.7 37.1 8.6 25.7 1.4 1.4

40歳代 131 20.6 37.4 9.2 19.1 3.1 2.3

50歳代 165 20.6 41.8 9.1 15.8 4.8 3.0

60歳代 267 21.7 49.8 7.5 15.4 1.5 4.1

70歳以上 413 25.7 42.6 7.5 20.8 2.2 7.3

津田地区 140 30.0 44.3 3.6 19.3 3.6 7.9

大川地区 151 28.5 35.1 9.3 15.9 4.0 4.6

志度地区 432 18.3 46.1 9.5 19.7 2.1 3.7

寒川地区 123 25.2 42.3 8.1 26.8 2.4 3.3

長尾地区 257 21.8 45.9 8.2 17.1 3.1 4.3

（単位：％）

性
別

年
齢

別

性

別

年

齢
別

居
住

地
区

別

居

住
地
区

別
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21.9 

18.7 

27.0 

48.7 

21.6 

16.7 

32.9 

20.5 

22.8 

19.9 

1.4 

4.2 

0% 20% 40% 60%

電気・ガス・ガソリンなどの利用抑制

による省エネルギーの推進

公共交通網の整備などによる

自動車利用の抑制

太陽光発電などの自然エネルギーの

普及促進

山林・農地・水辺空間など自然環境の保全

小・中学校における自然環境学習の実施

緑のカーテン事業など身近にできる

地球温暖化対策の推進

資源ごみの分別などによるリサイクルの推進

地域の自主的な清掃活動などの

環境美化活動への支援

大気汚染・騒音・振動・悪臭など

公害対策の充実

看板設置やパトロールの強化による

ごみの不法投棄の防止

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜環境＞ 

問 17 あなたは、環境を良くするためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考

えますか（３つまで○印） 

環境を良くするためには、今後どのようなことに力を入れるべきだと考えますかについてみると、

「山林・農地・水辺空間など自然環境の保全」が 48.7％と最も高く、次いで、「資源ごみの分別な

どによるリサイクルの推進」が 32.9％、「太陽光発電などの自然エネルギーの普及促進」が 27.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



54 

性別では、男女ともに「山林・農地・水辺空間など自然環境の保全」が最も高くなっています。 

年齢別では、10 歳代、30 歳代を除くすべての年齢で「山林・農地・水辺空間など自然環境の保

全」、10歳代、30歳代は「資源ごみの分別などによるリサイクルの推進」が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
利
用
抑
制
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進

公
共
交
通
網
の
整
備
な
ど

に
よ
る
自
動
車
利
用
の
抑

制 太
陽
光
発
電
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進

山
林
・
農
地
・
水
辺
空
間

な
ど
自
然
環
境
の
保
全

小
・
中
学
校
に
お
け
る
自

然
環
境
学
習
の
実
施

緑
の
カ
ー

テ
ン
事
業
な
ど

身
近
に
で
き
る
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進

資
源
ご
み
の
分
別
な
ど
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

地
域
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

へ
の
支
援

大
気
汚
染
・
騒
音
・
振

動
・
悪
臭
な
ど
公
害
対
策

の
充
実

看
板
設
置
や
パ
ト
ロ
ー

ル

の
強
化
に
よ
る
ご
み
の
不

法
投
棄
の
防
止

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

男性 329 21.3 20.1 31.3 50.8 18.8 14.9 29.5 22.5 22.2 19.8 2.4 4.3

女性 423 21.0 18.7 22.9 48.7 22.9 17.7 37.1 17.3 24.8 20.1 1.2 2.8

10歳代 7 42.9 28.6 14.3 14.3 42.9 28.6 57.1 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0

20歳代 60 35.0 10.0 35.0 48.3 13.3 15.0 26.7 13.3 35.0 11.7 3.3 1.7

30歳代 70 27.1 17.1 27.1 31.4 34.3 14.3 38.6 10.0 28.6 14.3 0.0 2.9

40歳代 131 18.3 17.6 29.0 42.7 29.8 22.1 38.2 16.8 18.3 16.0 0.8 3.1

50歳代 165 18.2 21.2 30.3 44.8 16.4 17.6 30.3 16.4 20.0 13.9 2.4 3.6

60歳代 267 19.9 19.9 21.3 58.1 24.7 15.0 32.6 24.0 26.6 21.3 1.1 3.0

70歳以上 413 22.5 18.6 27.8 49.2 17.9 16.0 32.4 24.5 20.8 25.7 1.2 5.8

津田地区 140 19.3 20.0 27.9 50.0 17.9 24.3 30.0 17.9 27.9 19.3 1.4 5.0

大川地区 151 24.5 19.2 25.2 59.6 22.5 14.6 39.1 20.5 16.6 13.9 0.7 4.6

志度地区 432 22.0 19.2 25.0 46.3 23.8 16.2 33.1 20.1 25.0 21.5 1.6 3.0

寒川地区 123 18.7 17.9 29.3 56.1 21.1 11.4 30.9 24.4 30.9 21.1 0.8 3.3

長尾地区 257 22.6 17.5 30.4 42.4 20.2 17.5 33.5 21.0 17.5 20.6 1.6 4.7

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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7.8 

7.5 

18.2 

19.5 

50.4 

15.4 

18.8 

7.5 

0% 20% 40% 60%

市の助成金・補助金の

減額や廃止

市が主催するイベント・

講演会等の縮小や廃止

公共施設の運営を民間

や市民団体に委託

市有地や公共施設など

市有財産の整備・統廃合

議員定数や特別職の

報酬の適正化

ふるさと納税などの

歳入の増収

市税等の滞納金の

徴収率の向上

公共施設の利用料金

の見直し

全体 N=1,144

15.0 

31.6 

28.3 

17.7 

8.2 

7.3 

2.5 

5.0 

0% 20% 40% 60%

行政組織・機構の見直し

市職員の資質向上と

適正な配置

市職員数の適正化

窓口業務の平日時間

延長・休日開庁

情報公開の推進

事業の選択と集中

その他

不明・無回答

＜行政の取組＞ 

問 18 あなたは、限られた財源や人材を有効に使い、効果的かつ効率的な行政サービスを

提供するためには、今後どのような方策に力を入れるべきだと考えますか 

（３つまで○印） 

限られた財源や人材を有効に使い、効果的かつ効率的な行政サービスを提供するためには、今後ど

のような方策に力を入れるべきだと考えますかについてみると、「議員定数や特別職の報酬の適正化」

が 50.4％と最も高く、次いで、「市職員の資質向上と適正な配置」が 31.6％、「市職員数の適正化」

が 28.3％となっています。 
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対

象
者

数

（
人

）

市

の
助

成
金

・
補

助
金

の

減

額
や

廃
止

市

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト

・
講

演
会

等
の

縮
小

や

廃

止

公

共
施

設
の

運
営

を
民

間

や

市
民

団
体

に
委

託

市

有
地

や
公

共
施

設
な

ど

市

有
財

産
の

整
備

・
統

廃

合 議

員
定

数
や

特
別

職
の

報

酬

の
適

正
化

ふ

る
さ

と
納

税
な

ど
の

歳

入

の
増

収

市

税
等

の
滞

納
金

の
徴

収

率

の
向

上

公

共
施

設
の

利
用

料
金

の

見

直
し

男性 329 7.3 7.0 20.7 24.6 49.2 11.6 19.1 6.4

女性 423 8.7 7.6 15.4 15.4 53.7 17.0 17.5 6.6

10歳代 7 0.0 14.3 28.6 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0

20歳代 60 1.7 6.7 15.0 10.0 41.7 23.3 18.3 6.7

30歳代 70 12.9 11.4 15.7 11.4 41.4 30.0 14.3 7.1

40歳代 131 9.9 9.2 16.8 14.5 51.1 13.7 20.6 8.4

50歳代 165 9.7 9.1 10.9 19.4 53.3 15.8 16.4 9.7

60歳代 267 7.1 5.6 20.2 22.8 60.7 12.7 16.5 4.1

70歳以上 413 6.8 7.3 21.5 22.3 45.5 14.3 21.8 9.2

津田地区 140 5.7 5.0 20.7 19.3 59.3 15.0 20.7 6.4

大川地区 151 8.6 4.6 21.2 22.5 47.7 17.2 17.2 11.3

志度地区 432 8.1 8.8 18.1 18.1 49.8 15.3 18.1 7.2

寒川地区 123 5.7 10.6 17.1 26.0 55.3 12.2 16.3 5.7

長尾地区 257 8.6 7.8 16.7 17.5 47.5 17.5 21.8 7.4

対

象
者

数

（
人

）

行

政
組

織
・

機
構

の
見

直

し 市

職
員

の
資

質
向

上
と

適

正

な
配

置

市

職
員

数
の

適
正

化

窓

口
業

務
の

平
日

時
間

延

長

・
休

日
開

庁

情

報
公

開
の

推
進

事

業
の

選
択

と
集

中

そ

の
他

不

明
・

無
回

答

男性 329 19.8 28.6 28.0 16.7 9.4 10.6 3.3 4.6

女性 423 11.8 36.2 28.8 19.9 7.1 5.2 1.4 3.8

10歳代 7 0.0 42.9 28.6 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 60 25.0 33.3 31.7 25.0 6.7 5.0 5.0 5.0

30歳代 70 14.3 38.6 31.4 18.6 5.7 5.7 1.4 1.4

40歳代 131 14.5 30.5 30.5 21.4 5.3 12.2 2.3 2.3

50歳代 165 12.7 32.1 30.9 24.2 6.1 6.1 2.4 1.8

60歳代 267 19.1 29.6 31.8 17.2 10.5 8.2 2.6 3.4

70歳以上 413 11.6 31.5 22.3 12.1 9.9 6.5 2.2 8.5

津田地区 140 14.3 36.4 27.9 12.1 6.4 7.9 1.4 5.0

大川地区 151 11.3 37.1 25.8 15.2 9.3 5.3 4.0 4.0

志度地区 432 17.1 31.0 28.7 18.5 9.0 5.8 2.5 4.6

寒川地区 123 9.8 32.5 22.8 17.1 9.8 8.9 3.3 6.5

長尾地区 257 15.6 27.2 30.7 19.5 6.6 10.1 1.6 4.7

（単位：％）

性
別

年
齢

別

性
別

年

齢
別

居
住

地
区

別

居

住
地

区
別

性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10歳代を除くすべての年齢で「議員定数や特別職の報酬の適正化」、10歳代は「市

職員の資質向上と適正な配置」「窓口業務の平日時間延長・休日開庁」が最も高くなっています。 

居住地区別では、すべての地区で「議員定数や特別職の報酬の適正化」が最も高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 
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24.9 

31.6 

13.4 

19.1 

30.6 

13.6 

16.1 

28.1 

25.1 

20.2 

1.0 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40%

情報共有のための広報活動の充実

広く住民の声を聞くための広聴活動の充実

ワークショップ（体験型講座）などの

市民アイデアを話しあう機会の充実

市民サービスの水準と市民負担の

関係性についての理解促進

行政と市民の役割分担についての理解促進

ボランティアやＮＰＯ団体等への補助制度の充実

各地区の代表者などによる、まちづくりについて

協議・実践する組織の確立

市民活動の拠点となる場所の提供

まちづくりを行う人材育成のための

研修や講習の実施

まちづくりについて相談できる窓口や

専門の機関の設置や充実

その他

不明・無回答

全体 N=1,144

＜市民参画＞ 

問 19 あなたは、市民協働のまちづくりを進めるうえで、どのようなことが重要だと思い

ますか（３つまで○印） 

市民協働のまちづくりを進めるうえで、どのようなことが重要だと思いますかについてみると、「広

く住民の声を聞くための広聴活動の充実」が 31.6％と最も高く、次いで、「行政と市民の役割分担

についての理解促進（「市民ができることは市民で取り組む」など）」が 30.6％、「市民活動の拠点

となる場所の提供（公共施設の開放など）」が 28.1％となっています。 
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対

象
者

数

（
人

）

情

報
共

有
の

た
め

の
広

報

活

動
の

充
実

広

く
住

民
の

声
を

聞
く

た

め

の
広

聴
活

動
の

充
実

ワ
ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

（
体

験

型

講
座

）
な

ど
の

市
民

ア

イ

デ
ア

を
話

し
あ

う
機

会

の

充
実

市

民
サ
ー

ビ

ス
の

水
準

と

市

民
負

担
の

関
係

性
に

つ

い

て
の

理
解

促
進

行

政
と

市
民

の
役

割
分

担

に

つ
い

て
の

理
解

促
進

ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ

団

体
等

へ
の

補
助

制
度

の

充

実

男性 329 25.2 32.8 15.8 21.3 32.2 11.9

女性 423 23.9 31.7 12.3 17.5 29.3 15.4

10歳代 7 14.3 42.9 14.3 14.3 14.3 57.1

20歳代 60 30.0 25.0 11.7 21.7 23.3 16.7

30歳代 70 40.0 30.0 11.4 18.6 22.9 14.3

40歳代 131 25.2 21.4 24.4 22.1 27.5 16.0

50歳代 165 19.4 30.3 15.8 18.2 26.7 13.9

60歳代 267 25.5 35.2 13.5 22.5 37.1 13.9

70歳以上 413 23.5 33.7 9.4 16.2 32.4 11.4

津田地区 140 25.7 28.6 17.9 18.6 30.7 17.1

大川地区 151 26.5 31.1 16.6 19.9 36.4 11.9

志度地区 432 26.6 31.5 10.9 20.1 30.8 13.7

寒川地区 123 20.3 39.0 12.2 17.1 31.7 11.4

長尾地区 257 23.3 29.6 13.2 19.1 28.8 14.4

対

象
者

数

（
人

）

各

地
区

の
代

表
者

な
ど

に

よ

る

、
ま
ち

づ
く

り
に

つ

い

て
協

議
・

実
践

す
る

組

織

の
確

立

市

民
活

動
の

拠
点

と
な

る

場

所
の

提
供

ま

ち
づ

く
り

を
行

う
人

材

育

成
の

た
め

の
研

修
や

講

習

の
実

施

ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

相

談

で
き

る
窓

口
や

専
門

の

機

関
の

設
置

や
充

実

そ

の
他

不

明
・

無
回

答

男性 329 16.4 27.7 24.6 20.4 1.5 5.5

女性 423 15.4 30.0 23.2 18.9 0.9 7.1

10歳代 7 0.0 28.6 14.3 28.6 0.0 0.0

20歳代 60 10.0 35.0 28.3 28.3 0.0 6.7

30歳代 70 15.7 24.3 25.7 14.3 0.0 0.0

40歳代 131 13.0 29.0 23.7 19.1 0.0 2.3

50歳代 165 10.3 30.3 20.6 23.0 1.2 5.5

60歳代 267 12.4 29.6 23.6 19.9 1.5 6.0

70歳以上 413 22.8 25.9 27.6 19.4 1.2 11.4

津田地区 140 8.6 30.7 25.0 22.1 0.0 8.6

大川地区 151 19.2 24.5 22.5 20.5 0.7 5.3

志度地区 432 16.7 28.5 22.5 19.0 1.4 7.2

寒川地区 123 16.3 33.3 29.3 18.7 0.8 4.9

長尾地区 257 16.3 26.5 29.2 21.4 1.2 7.8

（単位：％）

性
別

年

齢
別

居
住

地
区

別

地
区

別

性
別

年
代

別

性別では、男女ともに「広く住民の声を聞くための広聴活動の充実」が最も高くなっています。 

年齢別では、ばらつきがあり、「広く住民の声を聞くための広聴活動の充実」、「行政と市民の役割

分担についての理解促進」などが高くなっています。 

居住地区別では、津田地区、大川地区を除くすべての地区で「広く住民の声を聞くための広聴活動

の充実」、津田地区、大川地区は「行政と市民の役割分担についての理解促進」が最も高くなってい

ます。 

【性別、年齢別、居住地区別】 
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0.3 

1.1 

1.7 

4.6 

5.5 

20.0 

14.2 

20.8 

16.7 

5.4 

5.0 

4.7 

0% 10% 20% 30%

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

不明・無回答

全体 N=1,144

13.2 34.2 37.5 10.4 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,144

０～４点 ５～６点 ７～８点 ９～10点 不明・無回答

 

□ あなたの暮らしについて 

 

問 20 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10点、「全く幸せではない」

を０点とすると、何点くらいになると思いますか（１つに○印） 

幸福度についてみると、「７点」が 20.8％と最も高く、次いで、「５点」が 20.0％、「８点」が

16.7％となっており、全体的にやや幸せと感じている人が多い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全く幸せ 
ではない 

とても幸せ 

全く幸せではない とても幸せ 
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14.6 

11.8 

0.0 

15.0 

15.7 

13.0 

18.2 

12.7 

10.4 

10.7 

14.6 

13.0 

13.8 

12.8 

37.7 

31.2 

57.1 

38.3 

32.9 

24.4 

33.3 

34.1 

37.0 

30.7 

31.8 

34.7 

38.2 

36.6 

37.4 

41.4 

28.6 

33.3 

32.9 

49.6 

36.4 

41.2 

33.9 

44.3 

39.7 

35.2 

37.4 

37.7 

7.0 

11.6 

14.3 

10.0 

17.1 

11.5 

9.1 

7.9 

11.1 

9.3 

10.6 

12.3 

6.5 

8.6 

3.3 

4.0 

0.0 

3.3 

1.4 

1.5 

3.0 

4.1 

7.5 

5.0 

3.3 

4.9 

4.1 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

14.6 37.7 37.4 7.0 3.3 ０～４点 ５～６点 ７～８点 ９～10点 不明・無回答

性別では、男性は「5～６点」が 37.7％、女性は「７～８点」が 41.4％と最も高くなっていま

す。 

年齢別では、10歳代は「5～６点」が 57.1％、40歳代は「７～８点」が 49.6％と最も高くな

っています。 

居住地区別では、寒川地区を除くすべての地区で「７～８点」、寒川地区は「5～６点」が最も高

くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 
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63.9 

10.7 

67.5 

15.8 

7.3 

1.6 

22.5 

8.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

経済的なゆとり

就業状況

（仕事の有無・安定）

自分や家族の健康

自由な時間・趣味・

充実した余暇

やりがいのある仕事

積極的な社会貢献・

生涯学習活動

良好な人間関係（家族）

良好な人間関係（友人）

良好な人間関係（職場）

全体 N=1,144

23.5 

4.5 

1.0 

10.0 

5.6 

33.6 

4.7 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

良好な人間関係

（隣近所・地域）

良好な子育て環境

良好な教育環境

良好な居住環境

良好な自然環境

安心・安全に

暮らせる環境

追い求める夢や

理想があること

不明・無回答

問 21 あなたが「幸せ」でいるために、重要だと思う事項は何ですか（３つまで○印） 

「幸せ」でいるために、重要だと思う事項は何ですかについてみると、「自分や家族の健康」が

67.5％と最も高く、次いで、「経済的なゆとり」が63.9％、「安心・安全に暮らせる環境」が 33.6％

となっています。 
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性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10歳代を除くすべての年齢で「自分や家族の健康」「経済的なゆとり」などが高く、

10歳代は「自由な時間・趣味・充実した余暇」が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体と同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対

象
者

数

（
人

）

経

済
的

な
ゆ

と
り

就

業
状

況

（
仕
事

の
有

無

・
安

定

）

自

分
や

家
族

の
健

康

自

由
な

時
間

・
趣

味
・

充

実

し
た

余
暇

や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

積

極
的

な
社

会
貢

献
・

生

涯

学
習

活
動

良

好
な

人
間

関
係

（
家
族

）

良

好
な

人
間

関
係

（
友
人

）

良

好
な

人
間

関
係

（
職
場

）

男性 329 61.7 13.1 66.6 16.1 7.3 0.9 20.4 7.0 6.7

女性 423 66.0 11.8 69.3 14.9 6.4 1.7 23.9 7.6 3.8

10歳代 7 42.9 14.3 28.6 71.4 28.6 0.0 14.3 28.6 14.3

20歳代 60 61.7 15.0 48.3 33.3 15.0 0.0 26.7 15.0 18.3

30歳代 70 62.9 12.9 64.3 17.1 14.3 1.4 25.7 7.1 8.6

40歳代 131 75.6 21.4 68.7 15.3 7.6 0.8 22.1 6.9 9.2

50歳代 165 66.7 20.0 69.7 13.9 7.9 0.6 21.2 5.5 6.7

60歳代 267 66.7 8.6 67.8 17.6 5.6 1.5 18.7 5.6 3.0

70歳以上 413 57.4 3.9 70.2 12.1 5.6 2.4 24.7 9.4 1.5

津田地区 140 62.1 10.0 70.0 16.4 6.4 2.9 20.7 10.0 6.4

大川地区 151 57.0 11.3 65.6 17.2 8.6 3.3 25.2 7.9 5.3

志度地区 432 64.6 11.8 66.0 14.6 7.6 0.9 24.3 7.9 3.9

寒川地区 123 65.0 8.1 72.4 17.9 7.3 0.8 17.1 4.1 4.1

長尾地区 257 67.3 10.1 68.5 16.3 6.2 1.6 21.4 8.9 5.8

対
象

者
数

（
人

）

良
好

な
人

間
関

係

（
隣
近

所
・

地
域

）

良
好

な
子

育
て

環
境

良
好

な
教

育
環

境

良
好

な
居

住
環

境

良
好

な
自

然
環

境

安
心

・
安

全
に

暮
ら

せ
る

環
境

追
い

求
め

る
夢

や
理

想
が

あ
る

こ
と

不
明

・
無

回
答

男性 329 23.7 5.2 0.9 12.2 7.6 31.0 5.2 2.7

女性 423 22.5 3.8 1.4 10.2 3.1 36.4 4.7 2.1

10歳代 7 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 42.9 0.0 0.0

20歳代 60 8.3 6.7 1.7 1.7 5.0 26.7 3.3 3.3

30歳代 70 14.3 15.7 2.9 2.9 4.3 34.3 4.3 0.0

40歳代 131 8.4 12.2 2.3 7.6 1.5 28.2 4.6 0.8

50歳代 165 13.9 2.4 0.0 13.3 5.5 39.4 3.0 1.2

60歳代 267 25.8 2.6 0.7 13.5 6.0 36.3 6.4 2.2

70歳以上 413 35.1 1.7 0.7 10.4 7.5 32.7 4.6 4.6

津田地区 140 16.4 1.4 0.7 12.1 7.1 36.4 5.0 2.9

大川地区 151 23.8 2.6 0.7 7.9 6.6 35.8 4.0 3.3

志度地区 432 25.0 5.3 1.4 10.0 4.4 32.6 4.4 2.8

寒川地区 123 22.8 3.3 0.8 13.8 5.7 38.2 3.3 1.6

長尾地区 257 26.1 6.2 1.2 8.9 6.2 31.5 5.8 2.3

（単位：％）

性
別

年
齢

別

性

別

年

齢
別

居
住

地
区

別

居

住
地
区

別
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51.0 

8.2 

36.1 

27.4 

8.8 

10.0 

10.0 

6.4 

4.3 

0% 20% 40% 60%

経済的なゆとり

就業状況

（仕事の有無・安定）

自分や家族の健康

自由な時間・趣味・

充実した余暇

やりがいのある仕事

積極的な社会貢献・

生涯学習活動

良好な人間関係（家族）

良好な人間関係（友人）

良好な人間関係（職場）

全体 N=1,144

18.7 

4.0 

2.0 

11.0 

6.7 

25.8 

11.8 

8.1 

0% 20% 40% 60%

良好な人間関係

（隣近所・地域）

良好な子育て環境

良好な教育環境

良好な居住環境

良好な自然環境

安心・安全に

暮らせる環境

追い求める夢や

理想があること

不明・無回答

問 22 あなたが幸福感をさらに高めるために、今足りていない（さらに高めたい）と思う

事項は何ですか（３つまで○印） 

幸福感をさらに高めるために、今足りていない（さらに高めたい）と思う事項は何ですかについて

みると、「経済的なゆとり」が 51.0％と最も高く、次いで、「自分や家族の健康」が 36.1％、「自由

な時間・趣味・充実した余暇」が 27.4％となっています。 
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対

象
者

数

（
人

）

経

済
的

な
ゆ

と
り

就

業
状

況

（
仕
事

の
有

無

・
安

定

）

自

分
や

家
族

の
健

康

自

由
な

時
間

・
趣

味
・

充

実

し
た

余
暇

や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

積

極
的

な
社

会
貢

献
・

生

涯

学
習

活
動

良

好
な

人
間

関
係

（
家
族

）

良

好
な

人
間

関
係

（
友
人

）

良

好
な

人
間

関
係

（
職
場

）

男性 329 53.5 10.0 36.8 26.1 10.6 10.3 9.1 6.1 5.2

女性 423 53.9 7.1 35.2 27.4 9.0 10.4 10.2 6.1 2.8

10歳代 7 42.9 28.6 14.3 14.3 42.9 14.3 0.0 14.3 14.3

20歳代 60 66.7 13.3 11.7 33.3 16.7 6.7 5.0 10.0 11.7

30歳代 70 52.9 8.6 18.6 38.6 14.3 5.7 4.3 5.7 14.3

40歳代 131 69.5 19.1 22.1 32.1 14.5 3.8 9.2 3.8 7.6

50歳代 165 54.5 12.7 30.3 32.1 10.9 10.9 7.9 1.8 4.2

60歳代 267 49.1 6.4 36.3 29.2 6.0 13.9 8.6 6.4 3.0

70歳以上 413 42.4 2.7 49.4 19.6 5.1 10.4 14.3 8.7 0.7

津田地区 140 47.1 5.0 39.3 19.3 12.9 8.6 12.1 11.4 0.7

大川地区 151 47.7 11.3 37.7 29.1 6.6 11.3 9.9 6.0 4.6

志度地区 432 51.6 8.6 35.6 27.1 9.0 10.2 8.6 5.6 5.1

寒川地区 123 49.6 7.3 42.3 27.6 11.4 10.6 12.2 4.1 4.1

長尾地区 257 55.3 7.8 31.9 30.4 6.6 10.5 10.1 7.0 4.3

対

象
者

数

（
人

）

良

好
な

人
間

関
係

（
隣
近

所
・

地
域

）

良

好
な

子
育

て
環

境

良

好
な

教
育

環
境

良

好
な

居
住

環
境

良

好
な

自
然

環
境

安

心
・

安
全

に
暮

ら
せ

る

環

境

追

い
求

め
る

夢
や

理
想

が

あ

る
こ

と

不

明
・

無
回

答

男性 329 16.7 5.5 2.4 9.1 7.3 25.8 9.4 9.1

女性 423 19.9 3.1 1.9 10.2 5.9 26.2 13.2 6.6

10歳代 7 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3

20歳代 60 11.7 6.7 0.0 10.0 6.7 18.3 20.0 6.7

30歳代 70 11.4 18.6 5.7 8.6 2.9 12.9 12.9 10.0

40歳代 131 5.3 6.9 5.3 12.2 2.3 15.3 13.7 3.8

50歳代 165 11.5 3.0 2.4 9.1 4.8 21.2 11.5 9.7

60歳代 267 22.1 2.2 1.5 16.5 8.2 25.1 14.2 7.1

70歳以上 413 26.4 2.2 0.7 9.2 9.0 34.9 8.2 9.0

津田地区 140 20.0 2.9 2.1 15.0 5.0 26.4 7.1 12.9

大川地区 151 19.2 4.6 1.3 12.6 6.6 23.8 11.9 6.6

志度地区 432 19.7 3.2 1.9 12.5 6.7 27.8 11.1 6.0

寒川地区 123 17.9 0.8 0.0 8.1 5.7 27.6 12.2 11.4

長尾地区 257 16.3 7.8 3.5 7.8 8.9 21.4 15.2 7.8

（単位：％）

性
別

年

齢
別

居
住

地
区

別

地
区

別

性
別

年
代

別

性別では、上位３位は全体と同様となっています。 

年齢別では、10歳代、80歳以上を除くすべての年齢で「経済的なゆとり」、10歳代は「経済的

なゆとり」「やりがいのある仕事」が同率、80 歳以上は「自分や家族の健康」が最も高くなってい

ます。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 
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4.8 

5.6 

5.9 

5.4 

2.7 

12.9 

14.3 

21.0 

15.6 

10.0 

42.9 

43.4 

42.4 

46.3 

52.8 

23.7 

12.1 

15.6 

9.4 

16.0 

7.0 

5.3 

6.0 

4.9 

5.2 

7.0 

19.2 

9.0 

18.4 

13.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経済的なゆとり

就業状況

自由な時間・趣味・充実した余暇

仕事のやりがい

社会貢献・生涯学習活動の状況

全体 N=1,144

4.8 12.9 42.9 23.7 7.0 7.0 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答

7.5 

23.1 

16.7 

7.2 

7.8 

4.1 

3.9 

6.1 

3.6 

2.3 

28.7 

26.5 

31.1 

17.9 

20.6 

19.5 

17.3 

26.2 

24.0 

8.9 

32.5 

36.1 

39.1 

40.0 

54.9 

49.5 

54.2 

46.2 

49.3 

53.3 

18.3 

4.7 

3.6 

3.9 

6.7 

8.9 

8.8 

9.7 

12.3 

19.6 

5.4 

1.3 

0.9 

2.0 

1.4 

2.2 

1.5 

2.7 

1.7 

5.2 

7.6 

8.3 

8.7 

28.9 

8.6 

15.8 

14.2 

9.0 

9.0 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分や家族の健康状況

家族との人間関係

友人との人間関係

職場での人間関係

地域での人間関係

子育て環境

教育環境

居住環境

安心・安全に暮らせる環境

夢や理想を追い求めることができる環境

全体 N=1,144

7.5 28.7 32.5 18.3 5.4 7.6 
良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答

問 23 あなたの状況についておたずねします（１つに○印） 

満足度についてみると、『満足（満足＋やや満足の合計）』では、「自由な時間・趣味・充実した余

暇」が 26.9％、『不満（不満＋やや不満の合計）』では、「経済的なゆとり」が 30.7％と最も高くな

っています。 

評価についてみると、『良い（良い＋おおむね良いの合計）』では、「家族との人間関係」が 49.6％、

『悪い（悪い＋少し悪いの合計）』では、「夢や理想を追い求めることができる環境」が 24.8％と最

も高くなっています。 

＜満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価＞ 
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性別では、『満足』と回答された方は、男性が 17.0％、女性が 19.9％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『不満』と回答された方は、20 歳代が 50.0％と他の年齢より高くなっており、20

歳代から 70歳以上にかけて、年齢が上がるほど割合が低くなる傾向となっています。 

居住地区別では、『満足』と回答された方は、津田地区で 21.4％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜満足度：経済的なゆとり＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

6.6 

28.6 

3.3 

2.9 

4.6 

2.4 

3.4 

6.8 

6.4 

3.3 

6.0 

3.3 

3.1 

14.6 

13.0 

14.3 

6.7 

18.6 

10.7 

13.3 

12.0 

13.8 

15.0 

11.9 

12.7 

9.8 

13.2 

43.5 

41.6 

28.6 

35.0 

32.9 

40.5 

45.5 

46.8 

44.8 

46.4 

47.7 

42.8 

41.5 

42.0 

24.0 

23.9 

28.6 

30.0 

27.1 

29.0 

19.4 

25.1 

21.1 

18.6 

23.8 

24.8 

23.6 

25.3 

8.5 

9.2 

0.0 

20.0 

11.4 

13.0 

10.3 

7.1 

5.3 

4.3 

7.3 

8.3 

12.2 

9.7 

7.0 

5.7 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

9.1 

5.6 

8.2 

9.3 

6.0 

5.3 

9.8 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

2.4 14.6 43.5 24.0 8.5 7.0 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答



67 

性別では、『不満』と回答された方は、男性が 19.8％、女性が 16.5％と、女性より男性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『満足』と回答された方は、20 歳代から 50 歳代の稼働年齢層で２割を超えて全体

より高くなっているものの、『不満』との回答も２、３割となっています。 

居住地区別では、『満足』と回答された方は、大川地区で 25.1％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜満足度：就業状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.9 

5.9 

0.0 

11.7 

12.9 

11.5 

4.2 

4.1 

3.4 

5.7 

4.6 

5.6 

4.1 

6.6 

16.7 

15.4 

14.3 

15.0 

21.4 

19.8 

27.3 

10.1 

8.7 

15.0 

20.5 

13.0 

10.6 

14.0 

41.0 

44.9 

57.1 

43.3 

38.6 

40.5 

38.8 

54.7 

40.4 

34.3 

41.7 

47.7 

44.7 

43.2 

14.9 

11.1 

28.6 

13.3 

14.3 

17.6 

12.7 

12.0 

9.0 

10.0 

11.3 

12.0 

12.2 

13.6 

4.9 

5.4 

0.0 

10.0 

5.7 

8.4 

7.3 

4.9 

2.7 

6.4 

6.0 

3.9 

6.5 

5.4 

17.6 

17.3 

0.0 

6.7 

7.1 

2.3 

9.7 

14.2 

35.8 

28.6 

15.9 

17.8 

22.0 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

4.9 16.7 41.0 14.9 4.9 17.6 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答



68 

性別では、『満足』と回答された方は、男性が 25.5％、女性が 28.6％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『不満』と回答された方は、30 歳代が 40.0％と他の年齢より高くなっており、30

歳代から 50歳代で３、４割と他の年齢より高くなっています。 

居住地区別では、『満足』と回答された方は、津田地区で 30.7％、大川地区で 30.4％と他の地区

より高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜満足度：自由な時間・趣味・充実した余暇＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

7.6 

14.3 

8.3 

5.7 

3.1 

0.6 

5.2 

9.4 

9.3 

4.6 

7.4 

4.9 

3.9 

21.9 

21.0 

42.9 

18.3 

14.3 

13.7 

18.8 

22.8 

24.0 

21.4 

25.8 

20.1 

14.6 

21.4 

48.3 

40.4 

28.6 

45.0 

31.4 

47.3 

38.8 

45.3 

43.1 

40.0 

45.0 

45.4 

48.0 

36.6 

12.5 

17.3 

14.3 

13.3 

30.0 

24.4 

21.2 

16.1 

8.0 

12.9 

11.3 

13.7 

17.9 

21.8 

5.5 

5.7 

0.0 

10.0 

10.0 

9.2 

10.3 

4.1 

2.7 

4.3 

5.3 

6.0 

4.1 

7.0 

8.2 

8.0 

0.0 

5.0 

8.6 

2.3 

10.3 

6.4 

12.8 

12.1 

7.9 

7.4 

10.6 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

3.6 21.9 48.3 12.5 5.5 8.2 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答



69 

性別では、『満足』『不満』ともに男女でおおむね同様となっています。 

年齢別では、『満足』と回答された方は、20 歳代から 70 歳以上にかけて、年齢が上がるほど割

合が低くなる傾向となっています。また、『不満』と回答された方は、30歳代が 27.2％と他の年齢

より高くなっています。 

居住地区別では、『不満』と回答された方は、寒川地区で 17.9％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜満足度：仕事のやりがい＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.9 

5.4 

0.0 

13.3 

8.6 

6.9 

3.6 

4.5 

4.8 

7.9 

4.6 

5.8 

3.3 

3.9 

16.7 

16.1 

28.6 

18.3 

21.4 

17.6 

23.6 

13.9 

11.4 

10.7 

16.6 

15.5 

16.3 

18.3 

46.5 

48.2 

71.4 

41.7 

35.7 

51.9 

44.8 

49.8 

45.8 

41.4 

52.3 

48.1 

45.5 

43.6 

10.0 

9.5 

0.0 

8.3 

12.9 

13.0 

10.3 

13.1 

5.3 

8.6 

9.9 

8.1 

11.4 

11.3 

4.9 

4.7 

0.0 

11.7 

14.3 

7.6 

5.5 

3.4 

1.5 

5.7 

2.6 

4.6 

6.5 

4.3 

17.0 

16.1 

0.0 

6.7 

7.1 

3.1 

12.1 

15.4 

31.2 

25.7 

13.9 

17.8 

17.1 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

4.9 16.7 46.5 10.0 4.9 17.0 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答
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性別では、『満足』『不満』ともに男女でおおむね同様となっています。 

年齢別では、『満足』と回答された方は、20 歳代で 15.0％、70 歳以上で 15.2％と他の年齢よ

り高く、一方『不満』と回答された方は、20歳代で 28.3％、30歳代で 28.5％と他の年齢より高

くなっています。 

居住地区別では、『満足』と回答された方は、寒川地区で 9.1％と他の地区より低くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜満足度：社会貢献・生涯学習活動の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 

2.8 

0.0 

5.0 

1.4 

3.1 

1.2 

3.0 

3.1 

2.1 

3.3 

3.5 

0.8 

2.7 

9.7 

9.5 

28.6 

10.0 

10.0 

7.6 

7.9 

7.9 

12.1 

12.1 

11.9 

9.0 

7.3 

8.9 

55.3 

55.1 

57.1 

51.7 

52.9 

62.6 

54.5 

54.7 

48.4 

42.1 

48.3 

54.6 

53.7 

58.4 

17.6 

14.2 

14.3 

18.3 

21.4 

19.8 

20.6 

19.1 

10.4 

20.7 

18.5 

15.5 

17.9 

13.2 

3.0 

6.1 

0.0 

10.0 

7.1 

4.6 

4.8 

3.7 

4.8 

2.9 

6.0 

5.1 

6.5 

4.7 

12.2 

12.3 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

10.9 

11.6 

21.1 

20.0 

11.9 

12.3 

13.8 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

2.1 9.7 55.3 17.6 3.0 12.2 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 不明・無回答
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性別では、『悪い』と回答された方は、男性が 26.2％、女性が 22.5％と、女性より男性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『悪い』と回答された方は、50 歳代が 29.7％と他の年齢より高くなっており、50

歳代から 70歳以上においては、30歳代以下より高くなっています。 

居住地区別では、『悪い』と回答された方は、大川地区で 26.5％、長尾地区で 26.8％と他の地区

より高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：自分や家族の健康状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4 

7.6 

42.9 

11.7 

17.1 

9.9 

4.2 

5.6 

6.8 

6.4 

8.6 

8.8 

4.9 

6.6 

28.3 

29.8 

42.9 

38.3 

34.3 

30.5 

28.5 

28.1 

26.4 

33.6 

25.8 

32.2 

21.1 

27.2 

31.9 

33.8 

0.0 

31.7 

21.4 

42.0 

27.9 

34.8 

32.4 

27.1 

31.1 

31.7 

41.5 

31.9 

20.1 

17.3 

14.3 

8.3 

14.3 

13.7 

23.6 

19.9 

18.6 

16.4 

20.5 

17.6 

16.3 

20.6 

6.1 

5.2 

0.0 

5.0 

5.7 

1.5 

6.1 

5.2 

6.3 

6.4 

6.0 

4.4 

4.9 

6.2 

7.3 

6.4 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

9.7 

6.4 

9.4 

10.0 

7.9 

5.3 

11.4 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

6.4 28.3 31.9 20.1 6.1 7.3 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答



72 

性別では、『良い』と回答された方は、男性が 44.1％、女性が 57.2％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、10歳代が 85.7％と最も高く、年齢が上がるほど割合が

低くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、津田地区で 52.9％、志度地区で 52.1％と他の地区

より高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：家族との人間関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2 

28.4 

85.7 

36.7 

32.9 

29.8 

19.4 

18.0 

22.3 

24.3 

23.8 

25.9 

18.7 

20.6 

28.9 

28.8 

0.0 

25.0 

22.9 

26.0 

29.7 

30.0 

24.5 

28.6 

25.8 

26.2 

26.0 

26.1 

41.3 

30.7 

0.0 

30.0 

30.0 

39.7 

32.1 

36.0 

39.0 

32.9 

39.1 

33.8 

39.0 

39.3 

5.8 

4.5 

0.0 

1.7 

4.3 

2.3 

6.7 

7.1 

3.4 

5.0 

2.6 

6.7 

4.9 

1.9 

0.6 

0.7 

14.3 

1.7 

2.9 

0.0 

1.8 

2.2 

0.0 

0.7 

0.7 

0.7 

0.0 

3.1 

8.2 

6.9 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

10.3 

6.7 

10.9 

8.6 

7.9 

6.7 

11.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

15.2 28.9 41.3 5.8 0.6 8.2 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』と回答された方は、男性が 40.1％、女性が 55.1％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、10歳代が 71.4％と最も高く、年齢が上がるほど割合が

低くなる傾向となっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、大川地区で 51.7％、志度地区で 50.9％と他の地区

より高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：友人との人間関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.6 

21.3 

57.1 

28.3 

25.7 

16.0 

13.9 

12.0 

17.7 

15.7 

14.6 

19.2 

14.6 

16.3 

29.5 

33.8 

14.3 

25.0 

30.0 

34.4 

35.2 

32.6 

29.1 

32.1 

37.1 

31.7 

29.3 

27.2 

45.0 

35.9 

28.6 

33.3 

27.1 

40.5 

38.8 

43.4 

38.7 

38.6 

32.5 

38.0 

43.9 

42.0 

5.5 

1.4 

0.0 

5.0 

5.7 

5.3 

1.2 

5.2 

2.4 

3.6 

4.6 

3.7 

1.6 

3.9 

0.3 

0.5 

0.0 

3.3 

4.3 

1.5 

0.6 

0.4 

0.0 

0.0 

2.6 

0.5 

0.0 

1.2 

9.1 

7.1 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

10.3 

6.4 

12.1 

10.0 

8.6 

6.9 

10.6 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

10.6 29.5 45.0 5.5 0.3 9.1 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』と回答された方は、男性が 23.4％、女性が 28.8％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、10歳代が 57.2％と最も高く、年齢が上がるほど割合が

低くなる傾向となっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、志度地区で 27.1％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：職場での人間関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

8.5 

42.9 

21.7 

10.0 

12.2 

6.7 

5.2 

4.1 

7.1 

8.6 

8.6 

3.3 

5.4 

19.8 

20.3 

14.3 

20.0 

22.9 

26.7 

28.5 

19.9 

9.2 

17.1 

16.6 

18.5 

17.9 

19.1 

45.9 

37.1 

42.9 

41.7 

41.4 

47.3 

43.6 

43.4 

32.9 

36.4 

42.4 

41.7 

37.4 

38.9 

4.6 

3.5 

0.0 

6.7 

7.1 

7.6 

5.5 

3.0 

1.9 

1.4 

4.6 

3.0 

7.3 

5.1 

1.8 

1.9 

0.0 

3.3 

10.0 

3.1 

1.2 

1.1 

0.5 

0.7 

1.3 

2.1 

1.6 

2.3 

24.3 

28.6 

0.0 

6.7 

8.6 

3.1 

14.5 

27.3 

51.3 

37.1 

26.5 

26.2 

32.5 

29.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

3.6 19.8 45.9 4.6 1.8 24.3 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』と回答された方は、男性が 25.3％、女性が 32.0％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、20歳代が 16.7％と最も低くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、大川地区で 31.8％、志度地区で 30.8％と他の地区

より高くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：地域での人間関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8 

9.5 

28.6 

1.7 

7.1 

9.2 

3.0 

7.1 

10.4 

7.9 

6.6 

10.0 

7.3 

5.4 

19.5 

22.5 

28.6 

15.0 

21.4 

19.1 

18.8 

24.0 

21.1 

18.6 

25.2 

20.8 

17.1 

21.0 

57.8 

53.2 

42.9 

68.3 

51.4 

58.8 

58.8 

54.7 

50.8 

56.4 

53.6 

56.0 

56.1 

52.1 

6.4 

7.8 

0.0 

6.7 

10.0 

7.6 

7.3 

7.5 

5.1 

6.4 

4.6 

5.1 

6.5 

10.9 

2.1 

0.7 

0.0 

3.3 

2.9 

3.1 

2.4 

0.4 

0.5 

0.0 

1.3 

1.6 

1.6 

1.6 

8.5 

6.4 

0.0 

5.0 

7.1 

2.3 

9.7 

6.4 

12.1 

10.7 

8.6 

6.5 

11.4 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

5.8 19.5 57.8 6.4 2.1 8.5 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』と回答された方は、男性が 19.7％、女性が 25.1％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、30 歳代、40 歳代の子育て世代で 30.０％、30.5％と

他の年齢より高くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、志度地区で 24.8％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：子育て環境＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8 

4.3 

14.3 

1.7 

5.7 

5.3 

1.2 

4.5 

4.6 

2.1 

4.0 

6.0 

3.3 

1.6 

17.9 

20.8 

14.3 

5.0 

24.3 

25.2 

17.6 

18.4 

19.9 

20.0 

17.2 

18.8 

19.5 

21.0 

50.8 

49.6 

71.4 

65.0 

44.3 

51.1 

52.7 

49.8 

46.2 

46.4 

49.0 

50.7 

51.2 

49.0 

10.0 

9.0 

0.0 

11.7 

11.4 

9.2 

10.9 

13.1 

4.8 

10.7 

11.3 

7.9 

6.5 

10.1 

3.3 

1.9 

0.0 

6.7 

2.9 

2.3 

4.8 

1.5 

1.0 

2.1 

2.6 

2.1 

2.4 

2.3 

16.1 

14.4 

0.0 

10.0 

11.4 

6.9 

12.7 

12.7 

23.5 

18.6 

15.9 

14.6 

17.1 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

1.8 17.9 50.8 10.0 3.3 16.1 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』と回答された方は、男性が 17.6％、女性が 22.5％と、男性より女性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、10歳代で 42.9％、30歳代で 30.０％と他の年齢より

高くなっています。 

居住地区別では、『悪い』と回答された方は、大川地区で 13.9％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：教育環境＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 

5.0 

28.6 

3.3 

4.3 

6.1 

2.4 

3.4 

3.9 

5.0 

4.0 

5.3 

2.4 

1.6 

15.5 

17.5 

14.3 

11.7 

25.7 

16.0 

11.5 

17.2 

19.1 

15.7 

16.6 

16.2 

18.7 

18.3 

56.2 

55.6 

42.9 

61.7 

55.7 

56.5 

58.2 

56.6 

49.9 

52.9 

52.3 

55.3 

53.7 

55.6 

8.2 

9.2 

14.3 

8.3 

4.3 

13.0 

12.1 

10.5 

5.6 

9.3 

12.6 

8.8 

4.9 

8.2 

2.1 

1.4 

0.0 

5.0 

2.9 

1.5 

3.6 

1.1 

0.2 

0.7 

1.3 

1.2 

2.4 

2.3 

15.8 

11.3 

0.0 

10.0 

7.1 

6.9 

12.1 

11.2 

21.3 

16.4 

13.2 

13.2 

17.9 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

2.1 15.5 56.2 8.2 2.1 15.8 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』『悪い』ともに男女でおおむね同様となっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、30 歳代で 35.7％、40 歳代で 35.9％と 20 歳代から

70歳以上の他の年齢より高くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、大川地区で 36.5％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：居住環境＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 

8.0 

28.6 

1.7 

10.0 

4.6 

2.4 

4.5 

8.7 

8.6 

6.0 

7.2 

4.1 

4.7 

28.9 

24.3 

14.3 

25.0 

25.7 

31.3 

23.6 

29.2 

24.2 

23.6 

30.5 

23.8 

26.0 

28.4 

45.0 

47.8 

57.1 

48.3 

37.1 

51.1 

49.1 

46.4 

45.0 

48.6 

44.4 

45.8 

52.0 

44.7 

11.9 

9.2 

0.0 

10.0 

15.7 

7.6 

11.5 

10.5 

8.0 

7.1 

6.6 

11.6 

6.5 

10.9 

1.5 

2.8 

0.0 

8.3 

4.3 

3.1 

3.0 

2.2 

1.7 

0.7 

4.6 

3.0 

1.6 

2.7 

8.5 

7.8 

0.0 

6.7 

7.1 

2.3 

10.3 

7.1 

12.3 

11.4 

7.9 

8.6 

9.8 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

4.3 28.9 45.0 11.9 1.5 8.5 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『良い』『悪い』ともに男女でおおむね同様となっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、20歳代から 70歳以上について、40歳代で 32.8％と

他の年齢より高くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、寒川地区で 31.7％と他の地区より高くなっていま

す。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：安心・安全に暮らせる環境＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

4.7 

14.3 

0.0 

2.9 

3.8 

2.4 

2.6 

5.3 

5.7 

2.0 

4.4 

2.4 

3.1 

26.1 

22.5 

28.6 

21.7 

27.1 

29.0 

19.4 

24.3 

23.5 

22.1 

24.5 

22.5 

29.3 

23.7 

50.2 

50.8 

42.9 

53.3 

44.3 

50.4 

51.5 

53.2 

47.2 

49.3 

48.3 

49.1 

48.8 

52.1 

10.9 

12.3 

14.3 

16.7 

18.6 

12.2 

12.7 

11.2 

10.4 

12.9 

13.9 

13.7 

8.9 

9.7 

1.5 

1.7 

0.0 

1.7 

0.0 

2.3 

3.0 

1.9 

1.2 

0.0 

2.0 

2.1 

0.8 

2.3 

8.8 

8.0 

0.0 

6.7 

7.1 

2.3 

10.9 

6.7 

12.3 

10.0 

9.3 

8.3 

9.8 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

2.4 26.1 50.2 10.9 1.5 8.8 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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性別では、『悪い』と回答された方は、男性が 25.3％、女性が 23.2％と、女性より男性の割合が

高くなっています。 

年齢別では、『良い』と回答された方は、50歳代で 4.2％と他の年齢より低くなっています。 

居住地区別では、『良い』と回答された方は、長尾地区で 9.4％と他の地区より低くなっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜評価：夢や理想を追い求めることができる環境＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8 

2.6 

28.6 

5.0 

1.4 

2.3 

1.2 

1.9 

2.4 

4.3 

1.3 

3.0 

1.6 

0.8 

8.2 

8.0 

14.3 

5.0 

11.4 

6.9 

3.0 

9.4 

11.6 

7.9 

11.3 

7.9 

8.9 

8.6 

53.8 

57.2 

28.6 

56.7 

55.7 

62.6 

55.2 

56.6 

47.7 

52.9 

50.3 

53.7 

53.7 

56.4 

21.3 

17.5 

14.3 

18.3 

15.7 

20.6 

21.2 

21.7 

18.6 

17.9 

19.2 

20.8 

21.1 

18.7 

4.0 

5.7 

14.3 

8.3 

8.6 

3.8 

8.5 

2.2 

4.1 

2.9 

6.0 

5.1 

4.1 

5.4 

10.9 

9.0 

0.0 

6.7 

7.1 

3.8 

10.9 

8.2 

15.5 

14.3 

11.9 

9.5 

10.6 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

1.8 8.2 53.8 21.3 4.0 10.9 良い おおむね良い 普通 少し悪い 悪い 不明・無回答
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15.1 

12.8 

14.2 

12.4 

35.1 

39.2 

39.1 

39.9 

32.3 

31.6 

30.1 

30.1 

8.8 

6.4 

5.9 

6.5 

1.7 

2.4 

3.1 

3.4 

6.9 

7.4 

7.8 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたは、普段から自分にとっての

「幸せ」とは何かを考えることを意識

していますか

あなたは、普段から自分が「幸せ」に

なるための努力をしていますか

あなたは、普段から自分だけでなく

周囲が「幸せ」になるよう

意識していますか

あなたは、あなたが行う仕事や活動、

普段の生活などを通じて、周囲を

「幸せ」にする取組を行っていますか

全体 N=1,144

問 24 あなたは、あなた自身の「幸せ」や、あなたの周囲の人などの「幸せ」を高めるこ

とについて、どの程度意識し、どの程度取組を行なっていますか（１つに○印） 

取組についてみると、『している（している＋ややしているの合計）』では、「あなたは、普段から

自分だけでなく周囲が「幸せ」になるよう意識していますか」が 53.3％、『していない（していな

い＋あまりしていないの合計）』では、「あなたは、普段から自分にとっての「幸せ」とは何かを考え

ることを意識していますか」が 41.1％と最も高くなっています。 

＜取組＞ 
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性別では、『している』と回答された方は、男性が 44.7％、女性が 56.7％と、男性より女性の割

合が高くなっています。 

年齢別では、『している』と回答された方は、20 歳代で 41.6％、40 歳代で 41.2％と他の年齢

より低くなっており、40歳代以降は年齢が上がるほど割合が高くなっています。 

居住地区別では、『している』と回答された方は、志度地区で 52.1％と他の地区より高くなって

います。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜取組：あなたは、普段から自分にとっての「幸せ」とは何かを考えることを意識してい

ますか。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9 

16.5 

28.6 

13.3 

8.6 

9.9 

11.5 

12.7 

19.9 

11.4 

14.6 

16.0 

14.6 

14.4 

32.8 

40.2 

14.3 

28.3 

38.6 

31.3 

33.9 

37.8 

36.8 

36.4 

34.4 

36.1 

31.7 

36.2 

37.4 

28.4 

42.9 

50.0 

34.3 

42.0 

33.3 

34.1 

25.2 

34.3 

30.5 

31.0 

35.8 

33.9 

9.7 

6.9 

14.3 

3.3 

12.9 

13.0 

9.7 

9.0 

7.0 

7.9 

11.9 

10.0 

5.7 

7.0 

1.5 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

1.8 

1.1 

2.7 

2.1 

1.3 

1.9 

2.4 

1.2 

6.7 

5.9 

0.0 

5.0 

5.7 

2.3 

9.7 

5.2 

8.5 

7.9 

7.3 

5.1 

9.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

11.9 32.8 37.4 9.7 1.5 6.7 している ややしている あまりしていない

していない わからない 不明・無回答
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性別では、『している』と回答された方は、男性が 50.7％、女性が 56.0％と、男性より女性の割

合が高くなっています。 

年齢別では、『している』と回答された方は、20 歳代から 50 歳代では４割半ばとなっています

が、60歳代、70歳以上と割合が高くなっています。 

居住地区別では、『している』と回答された方は、志度地区で 54.8％と他の地区より高くなって

います。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜取組：あなたは、普段から自分が「幸せ」になるための努力をしていますか。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1 

12.3 

14.3 

8.3 

8.6 

9.2 

10.3 

9.4 

18.4 

14.3 

14.6 

14.1 

8.1 

11.3 

41.6 

43.7 

42.9 

38.3 

37.1 

35.9 

35.8 

43.4 

40.7 

37.9 

36.4 

40.7 

39.8 

39.7 

31.9 

30.3 

42.9 

41.7 

34.3 

39.7 

33.9 

33.3 

24.7 

29.3 

33.1 

29.4 

35.0 

34.2 

7.6 

4.5 

0.0 

6.7 

10.0 

9.2 

6.7 

6.4 

4.6 

6.4 

7.3 

7.4 

4.1 

4.7 

2.1 

3.1 

0.0 

0.0 

4.3 

3.8 

3.6 

1.9 

2.2 

3.6 

2.6 

2.3 

2.4 

1.9 

7.6 

6.1 

0.0 

5.0 

5.7 

2.3 

9.7 

5.6 

9.4 

8.6 

6.0 

6.0 

10.6 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

9.1 41.6 31.9 7.6 2.1 7.6 している ややしている あまりしていない

していない わからない 不明・無回答
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性別では、『している』と回答された方は、男性が 49.2％、女性が 58.4％と、男性より女性の割

合が高くなっています。 

年齢別では、『している』と回答された方は、20歳代から 70歳以上について、20歳代が 43.3％

と他の年齢より低く、年齢が上がるほど割合が高くなる傾向となっています。 

居住地区別では、『していない』と回答された方は、志度地区で 38.0％と他の地区より高くなっ

ています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜取組：あなたは、普段から自分だけでなく周囲が「幸せ」になるよう意識していますか。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0 

15.6 

14.3 

10.0 

8.6 

10.7 

13.3 

10.5 

19.4 

13.6 

15.9 

14.6 

11.4 

14.0 

39.2 

42.8 

57.1 

33.3 

38.6 

37.4 

32.7 

43.1 

40.9 

41.4 

37.7 

38.2 

41.5 

40.5 

33.7 

28.4 

14.3 

38.3 

37.1 

36.6 

30.3 

34.1 

23.2 

26.4 

29.8 

30.8 

30.9 

30.4 

7.6 

4.0 

14.3 

8.3 

7.1 

9.9 

9.7 

4.1 

3.1 

5.0 

6.6 

7.2 

2.4 

4.7 

2.4 

2.6 

0.0 

5.0 

2.9 

2.3 

3.6 

2.6 

3.1 

4.3 

2.6 

2.5 

4.1 

2.7 

7.0 

6.6 

0.0 

5.0 

5.7 

3.1 

10.3 

5.6 

10.2 

9.3 

7.3 

6.7 

9.8 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

10.0 39.2 33.7 7.6 2.4 7.0 している ややしている あまりしていない

していない わからない 不明・無回答
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性別では、『している』と回答された方は、男性が 46.5％、女性が 59.1％と、男性より女性の割

合が高くなっています。 

年齢別では、『している』と回答された方は、20歳代から 70歳以上について、20歳代が 40.0％

と他の年齢より低く、年齢が上がるほど割合が高くなる傾向となっています。 

居住地区別では、『していない』と回答された方は、志度地区で 38.2％と他の地区より高くなっ

ています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

＜取組：あなたは、あなたが行う仕事や活動、普段の生活などを通じて、周囲を「幸せ」

にする取組を行っていますか。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.3 

14.2 

14.3 

8.3 

11.4 

7.6 

11.5 

10.1 

17.4 

13.6 

13.9 

11.6 

11.4 

13.6 

36.2 

44.9 

42.9 

31.7 

32.9 

45.8 

38.8 

40.8 

40.7 

37.1 

39.1 

41.2 

41.5 

40.5 

35.9 

26.5 

42.9 

43.3 

37.1 

31.3 

26.1 

37.1 

22.8 

30.7 

27.8 

30.6 

30.9 

29.2 

7.3 

4.7 

0.0 

3.3 

8.6 

8.4 

11.5 

4.5 

4.8 

5.0 

7.3 

7.6 

3.3 

5.1 

3.0 

3.1 

0.0 

8.3 

4.3 

4.6 

2.4 

2.2 

3.6 

5.0 

3.3 

2.8 

3.3 

3.9 

7.3 

6.6 

0.0 

5.0 

5.7 

2.3 

9.7 

5.2 

10.7 

8.6 

8.6 

6.3 

9.8 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 N=329

女性 N=423

10歳代 N=7

20歳代 N=60

30歳代 N=70

40歳代 N=131

50歳代 N=165

60歳代 N=267

70歳以上 N=413

津田地区 N=140

大川地区 N=151

志度地区 N=432

寒川地区 N=123

長尾地区 N=257

10.3 36.2 35.9 7.3 3.0 7.3 している ややしている あまりしていない

していない わからない 不明・無回答
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64.2 

57.3 

19.6 

10.5 

3.4 

17.0 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80%

あなた自身の努力

家族との助け合い

友人や仲間との助け合い

社会（地域住民、ＮＰＯ等）の助け合い

職場からの支援

国や県、市からの支援

不明・無回答

全体 N=1,144

問 25 あなたの幸福感を高めるために重要と思うことは何ですか（２つまで○印） 

幸福感を高めるために重要と思うことは何ですかについてみると、「あなた自身の努力」が 64.2％

と最も高く、次いで、「家族との助け合い」が 57.3％、「友人や仲間との助け合い」が 19.6％とな

っています。 
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性別では、男性は「あなた自身の努力」が 65.0％、女性は「家族との助け合い」が 62.2％と最

も高くなっています。 

年齢別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

あ
な
た
自
身
の
努
力

家
族
と
の
助
け
合
い

友
人
や
仲
間
と
の
助
け
合

い 社
会

（
地
域
住
民

、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

）
の
助
け
合
い

職
場
か
ら
の
支
援

国
や
県

、
市
か
ら
の
支
援

不
明
・
無
回
答

男性 329 65.0 51.1 18.5 14.6 3.6 17.3 7.6

女性 423 61.5 62.2 21.0 7.1 3.3 16.5 6.4

10歳代 7 71.4 57.1 28.6 0.0 0.0 28.6 0.0

20歳代 60 68.3 41.7 25.0 11.7 8.3 16.7 5.0

30歳代 70 64.3 54.3 15.7 4.3 5.7 24.3 5.7

40歳代 131 63.4 58.8 16.8 4.6 6.9 23.7 3.1

50歳代 165 61.8 48.5 15.8 8.5 9.1 18.2 9.7

60歳代 267 68.9 61.4 16.5 14.2 0.7 15.4 6.0

70歳以上 413 61.3 60.8 23.7 11.9 0.5 14.3 8.7

津田地区 140 66.4 57.1 20.7 10.7 2.1 15.0 9.3

大川地区 151 65.6 59.6 18.5 8.6 2.0 15.2 6.6

志度地区 432 65.0 59.0 20.4 10.2 3.5 15.7 6.3

寒川地区 123 56.1 53.7 16.3 17.9 2.4 20.3 9.8

長尾地区 257 63.0 55.3 19.5 9.3 5.1 20.2 6.6

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別
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13.8 

35.6 

10.1 

6.2 

2.4 

12.5 

19.3 

0% 20% 40% 60%

毎月25日を「ニッコリの日」と設定し、

ニッコリ作り運動を展開する

市民から届いた「笑顔」になれた

エピソードを市の広報紙などで紹介する

子どもたちの笑顔の絵を集めて

市内で笑顔ギャラリーを開催する

市役所に「ありがとうメッセージ」を

集めて、「アリガトウの木」を作る

「我が家のご自慢コンテスト」を開催する

さぬき市のいいところをみんなで

褒めあうイベントを開催し、

「マイスター市民」を認定する

不明・無回答

全体 N=1,144

  

□ 自由な意見 

 

問 26 誰もが「幸せ」で「笑顔」に暮らせるまちを目指して、さまざまな取組を実施でき

ればと考えています。あなたが見てみたい・参加してみたいと思う取組は何ですか

（１つに○印） 

見てみたい・参加してみたいと思う取組は何ですかについてみると、「市民から届いた「笑顔」に

なれたエピソードを市の広報紙などで紹介する」が 35.6％と最も高く、次いで、「毎月 25日を「ニ

ッコリの日」と設定し、ニッコリ作り運動を展開する」が 13.8％、「さぬき市のいいところをみん

なで褒めあうイベントを開催し、「マイスター市民」を認定する」が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



89 

性別では、男女ともに「市民から届いた「笑顔」になれたエピソードを市の広報紙などで紹介する」

が最も高くなっています。 

年齢別では、10歳代を除くすべての年齢で「市民から届いた「笑顔」になれたエピソードを市の

広報紙などで紹介する」、10 歳代は「毎月 25 日を「ニッコリの日」と設定し、ニッコリ作り運動

を展開する」が最も高くなっています。 

居住地区別では、上位３位は全体とおおむね同様となっています。 

【性別、年齢別、居住地区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対
象
者
数

（
人

）

毎
月
2
5
日
を

「
ニ

ッ
コ

リ
の
日

」
と
設
定
し

、

ニ

ッ
コ
リ
作
り
運
動
を
展

開
す
る

市
民
か
ら
届
い
た

「
笑

顔

」
に
な
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
市
の
広
報
紙
な
ど
で

紹
介
す
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
絵

を
集
め
て
市
内
で
笑
顔

ギ

ャ
ラ
リ
ー

を
開
催
す
る

市
役
所
に

「
あ
り
が
と
う

メ

ッ
セ
ー

ジ

」
を
集
め

て

、

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
の

木

」
を
作
る

「
我
が
家
の
ご
自
慢
コ
ン

テ
ス
ト

」
を
開
催
す
る

さ
ぬ
き
市
の
い
い
と
こ
ろ

を
み
ん
な
で
褒
め
あ
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し

、

「
マ

イ
ス
タ
ー

市
民

」
を
認
定

す
る

不
明
・
無
回
答

男性 329 13.1 35.9 8.5 5.5 1.8 14.0 21.3

女性 423 17.5 36.6 9.0 7.3 2.4 10.4 16.8

10歳代 7 28.6 14.3 14.3 0.0 0.0 14.3 28.6

20歳代 60 8.3 33.3 13.3 11.7 8.3 10.0 15.0

30歳代 70 12.9 32.9 21.4 2.9 4.3 15.7 10.0

40歳代 131 13.0 31.3 16.0 6.1 2.3 13.7 17.6

50歳代 165 17.6 32.1 6.7 6.1 4.2 12.7 20.6

60歳代 267 12.7 39.7 7.5 7.9 1.5 14.2 16.5

70歳以上 413 14.5 37.0 8.5 5.1 1.2 10.7 23.0

津田地区 140 16.4 32.9 11.4 5.0 4.3 13.6 16.4

大川地区 151 13.2 35.8 9.3 6.0 2.6 12.6 20.5

志度地区 432 13.4 33.3 10.2 6.9 2.3 12.5 21.3

寒川地区 123 17.1 38.2 9.8 6.5 0.8 10.6 17.1

長尾地区 257 12.5 40.1 9.7 5.4 1.9 12.8 17.5

（単位：％）

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別


